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県立近代美術館収蔵美術毘シリーズ囚

(今問
の中カか、ら1ロ2点を選ぴ、表紙及ぴ表紙裏てで，紹介いたします/

「りノパVツシヨン」μ(受難)
ジョルジュ・ルオ一作

(1943年)

(104センチ x73.5センチ)

ジ
ヨ
ル
ジ
ュ

・
ル
オ

l

七

っ
た
。
た
と
え
ば
彼
の
裁
判
官
も
の
は
、

九
五
/ 

仏
)
は
「
今
世
紀
最
大

の
宗
教
画
家
」
と
書
か
れ
、
彼
自
身

尊
大
な
百
法
官
へ
の
怒
り
に
発
し
、

ま
た
道
化
師
や
旅
芸
人
、
貧
し
い
人

も
ま
た
み
ず
か
ら
の
仕
事
を
「
キ
リ

人
を
テ

l
マ
と
し
た
も
の
は
、
す
べ

ス
卜
教
芸
術
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

て
人
間
の
苦
悩
や
悲
哀
を
深
く
み
つ

め
る
人
間
観
か
ら
必
然
的
に
生
ま
れ

こ
の
、
』
と
を
単
に
、

彼
が
キ
リ
ス
ト

教
を
主
題
に
描
い
て
い
る

と
い
う

た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
ル
オ
ー

は
、
そ
の
苦
し
み
ゃ
孤
独
や
悲
し
み

理
由
だ
け
で
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

宗
教
的
主
題
は

ル
オ

l
の
生
い

を
す
べ
て
背
負
っ
た
人
間
の
象
徴
と

立
ち
と
成
長
の
過
程
の
中
に

主ゴ

の

し
て
キ
リ
ス
ト
を
描
い
た
の
で
あ
っ

ず
か
ら
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
思
想
で

ま
た
人
生
観
、
芸
術
観
で
あ

ヨ

-
O

J''ト

あ
り
、

従

っ
て
ル
オ
!
の
画
面
を
印
象
づ

「

1，282万円額9，98B予

夕陽に映える近代美術館(55年11月撮影)

け
る
あ
の
力
強
い
黒
の
輪
郭
や
人
物

に
恵
ま
れ
た
ル
オ

l
の
作
品
「
パ
ツ

婦人の地位向上と社会参加 に活躍

婦人地域活動推進員は570人

相談室@

ゆ とり ある暮ら しのた めに

週休 2日制を とηいれ よ う 22~23 

警察からのお願い 24~25 

トピ ッ クス・県政の動き・お知らせ一一一一一一一26~27

家庭の省エネルギー ・こ こがポイ ン 卜 28 
県有美術品紹介 表 3

県政パス教室参加者募集 表 4

20 
21 

の
デ
フ
ォ
ル
メ
(
変
形
)
は
、
彼
の

内
面
の
そ
う
し
た
深
い
人
間
的
な
感

情
を
き
な
が
ら
に
形
象
す
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
あ
の
絵
具
の
も
り
あ

が
り
は
そ
の
ま
ま
、

人
間
の
尊
厳
を

主
張
す
る
彼
の
芸
術
へ
の
意
志
を
具

体
化
し

輝
か
せ
る
一陣
み
で
あ
る
と

い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

県
立
近
代
美
術
館
が
収
蔵
の
機
会

シ
ョ
ン
」
は

一
九
四
三
年
の
制
作
。

裁
判
官
の
判
定
の
知
き
を
も

っ
て
人

間
の
苦
し
み
が
あ
が
な
わ
れ
る
も
の

か
、
と
ル
オ

i
は
考
え
、
道
化
じ
み

た
だ
黙
然
と
す
る

品
は
ル
オ
!
の
す
ぐ
れ
た
評
伝
の
筆

県立近代美術館収蔵美術品シ リーズ回

「ノマッ シヨ ンJ~ジヨルジユ ・ルオ一作一一表 1 ・ 2
活力ある富山県づ くり

昭和56年度富山県予算

ことしは国際障害者年

市町村観どころ味自慢①

朝日町の稚児舞とイノ ブタ 14~ 15 
池田先生に聞く

江戸っ子と越中っ子

1 ~ 11 

12~ 13 

16~ 19 

た
人
間
の
中
に
、

キ
リ
ス

ト
を
描
き
加
え
て
、

彼
の
神

に
信
従
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
表
現

と
い
え
よ
う
。

こ
の
作

し
て
い
る
、

者
ク

l
ル
テ
イ
オ
ン
の
「
画
集
」
に

収
録
さ
れ

ま
た
、

」
の
作
品
を
前
に

し
て
撮
っ
た
ル
オ
!
の
写
真

一
葉
が
、

彼
の
愛
娘
イ
、
ザ
ベ
ル

・
ル
オ

l
の
便

り
と
と
も
に
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、

4月号・もくじ

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

(
学
芸
課
長

・
久
泉
辿
雄
)

山
県
づ
く
り

昭
和
田
年
度
富
山
県
予
算

昭
和
五
十
六
年
度
富
山
県
予
算
を
審
議
す
る
定
例

県
議
会
は
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で

聞
か
れ
、
慎
重
な
審
議
を
経
て
原
案
ど
お
り
予
算
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
度
富
山
県
予
算

1 

一
般
会
計
ー
l

二
、
九
三
九
億
四
、
三
八
四
万
円

特
別
会
計

|
一

七
四
億
一
、
三
一
九
万
円

収
益
会
計

l

i
ー
七
八
億
二
、
八
四
四
万
円

企
業
会
計

l
ー
ニ
O
四
億
二
、
七
三
六
万
円

総

額

三

、

三

九

六

億

一

、

二

八

二

万

円
活
力
あ
る

富
山
県
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
昭
和
五
十
六
年

「
県
民
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
県
政
」
を
基
調
に
、

度
富
山
県
予
算
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
す
べ
て
の
施
策
に
創
意
と
工
夫
を
つ
ぎ
込
む

と
に
努
め

限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
用
を
生
む
、

』
と
を
図

っ
た
予
算
と
い
え
ま
す
。



700 (億円)600 500 400 300 200 100 。
一般会計予算のあらまし

「一一 介担金及び負担金

I 56f章、322万円(1.9%) 

1 ， 使叩び叩
I I 66億2，872万円(2.3%)

二コ413億4.900万円

133億3，000万円

34億円

国庫支出金

900憶703万円

(30.6%) 

4億6，100万円

富山にひかりを

286億8，800万円

快適な生活環境づくり

雪に負けないまちづくり

美しい自然を守る

観光一誇れる郷土を

県土を災害から守る

魅

力

あ

る

郷

土

づ

く

り

139億2，100万円県民の安全を守るために

2億9，400万円消費生活の安定のために

458億4，400万円農林水産業の発展をめざして

156億200万円

民生費 124億2，921万円(4.2%)

総務費 116f意4，078万円(4.0%)

商工費 108憶に929万円(3.7%)

衛生費 108f意7，170万円(3.7%)

その他 11 1 f意7，439万円(3.8%)

13引意8，000万円

116億6，500万円

商工業の繁栄をめざして

企業誘致を進める

エネルギー資源の開発と利用をめざして

雇用の安定と労働福祉の増進のために

活
力
あ
る
産
業
や
つ
く
り

活
力
あ
る
富
山
県
づ
く
り

20億6，500万円

327億8，400万円健康と福祉の充実をめざして

732億5，100万円明日の郷土を担う若者のために

8億9，900万円

15億7，600万円

18憶7，100万円

2億5，600万円

社会を支える婦人のために

スポーツを楽しむ

豊かな心を育む

明
日
を
拓
く
人
づ
く
り

( )内は構成比

公債費 185f意8，683万円(6.3%)

警察費 152f意6，207万円(5.2%)
2億5，100万円

55年度当初予算と比べると 8.9%の伸びにな っています

2
 

381億7，100万円

3 

県
民
本
位
の
県
政
を

日
記
吋
腕
一
二
二
二
九
六
億
一

、三

O
O
万
円
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北
陸
新
幹
線
、
着
工
ヘ
大
き
く
前
進

富
山
湾
を
総
合
的
に
開
発
・
利
用

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
高
速

大
量
の
輸
送
手
段
を
持
つ
こ
と
が

地
域
の
発
展
と
活
力
の
維
持
に
不
可

欠
の
条
件
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
無
限
の
可
能
性
を
絡
め
た

海
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
富
山
県
の

未
米
に
ひ
か
り
と
夢
を
も
た
ら
す
も

の
と
行
え
ら
れ
ま
す
。

画
地
元
協
力
で
北
陸
新
幹
線
着
工
へ

川
村
備
新
幹
線
は
五
ト
人
年
度
政
府

予
算
案
で

公
的
助
成

地
域
負
利
一

に
関
し
て

一
定
の
留
保
条
件
つ
き
で

を
機
に
自
然
に
学
び
税
し
み
、
ム自炊…

を
守
る
気
風
の
向
陽
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、

天
狗
平
の
池
端
「
ガ
キ
の
田
」

の
復
元
に
着
手
す
る
ほ
か

斗
小
L

じ
ー
ア

J
H
J
収

H4
ノ

ー

原
地
区
の
相
生
復
元
、
忠
商
鳥
の
生
息

状
況
調
査

小
学
生
の
ツ
バ
メ
の
調

査
を
引
き
続
い
て
行
い
ま
す
。

画
過
疎
山
村
地
域
の
定
住
条
件
整
備

人
口
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
展
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
過
峡
山
村
地
域

に
は
、
生
活
基
盤
な
ど
定
住
条
件
の

整
備
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
地
域
の
特
産
物
の
振
興
、
医
療

対
策
の
充
実
、

へ
き
地
交
通
網
の
整

備
な
ど
の
施
策
の
実
現
は
も
ち
ろ
ん
、

過
疎
山
村
地
域
の
振
興
と
地
域
格
差

の
是
正
に
努
め
ま
す
。

極
地
域
生
活
の
足
を
維
持
・
確
保

道
路

の
改
良
、
舗
装
、
維
持
な
ど

地
域
交
通
網
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

地
域
住
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

地

方
鉄
軌
道
や
民
営

・
公
営
パ
ス
路
線

に
引
き
続
い
て
助
成
す
る
な
ど
、
維

持
確
保
に
努
め
ま
す
。

画
安
く
て
質
の
良
い
住
宅
を
確
保

老
人
、
多
家
族
、
心
身
障
害
者
向

居
世
帯
を
対
象
と
し
た
個
人
住
宅
建

設
資
金
融
資
制
度
の
限
度
額
を
引
き

立山連峰を背に北陸新幹線が快走する姿は110万県民の夢(合成写真)

す
が

今
後
、
情
保
条
件
を
解
除
し
、
北
陸
新

建
設
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た

幹
線
着
工
を
実
現
す
る
た
め
、
制
度

の
腎
備
な
ど
を
政
府

・
関
係
機
関
に

対
し
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
リ
ま
す
。

昨
年
末

画
富
山
空
港
は
五
十
八
年
開
港
へ

地
元
関
係
者
か
ら
ん
日
立

を
得lま

工
事
を
進
め
て
い
る
富
山
空

五
十
八
年
開
港
を
め
ざ
し
て

拡
張

・
特
備
を
急
き
ま
す
。

昨
年
卜

画
高
速
自
動
車
道
路
網
の
整
備

一日

高

山
1
滑
川
聞
が

開
通
し
た
北
陸
白
動
唱
道
は

本
県

交
通
の
大
動
脈
と
し
て
一
層
重
要
な

役
訓
を
果
た
す
ヲ
」
と
に
な
り
ま
し
た
。

通
を
め
さ
し

今
後
、
消
川
以
東
に
つ
い
て
早
期
間

ま
た

東
海
北
陸
向

動
↑
市
ド
道
も
全
線
の
建
設
促
進
を
図
リ

ま
す
。
能
越
自
動
卓
道
は
、
経
済
性

め
ま
す
。

有
効
性
に
つ
い
て
綿
密
な
調
長
を
進

ま
た
、
滑
川

1
富
山
バ
イ
ハ
ス

日間山

1
高
岡
阿
車
線
化
を
は
じ
め
と

そ
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

す
る

一
般
国
道
の
特
備
に
つ
い
て
も
、

画
富
山
湾
の
総
合
開
発
利
用

富
山
湾
は

日
本
海
随

の
大
引

開
口
性
湾
域
で

一
段
寒
流
の
交
錯

干
，
』
を
超
、
え
る
海
底
谷
な
ど
極
め

て
特
色
あ
る
海
域
で

水
産
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

レ
ク
リ
エ
l
シ

ョ
ン
地
設
な
ど
多
面
的
活
肘
か
則
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
年
度
か
ら
同
の
調

合
研
究
機
関
に
協
力
し
て
、
山
口
問
山
内

を
含
む
北
陸
沿
岸
海
域
の
総
合
的
な

調
先
研
究
に
着
手
す
る
と
と
も
に

ん
い

m
山
内
の
総
合
利
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
水
産
業

海
洋
環
境
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

4 

ま
た
、
新
た
に
少
年
海
洋
教
主
を

開
設
し
ま
す
。

太
閤
山
ラ
ン
ド
に
大
型
。フ
l
ル
を

花
い
っ
ぱ
い
運
動
必
推
進

画
心
の
安
ら
ぎ
と
明
日
へ
の
活
力

i己だ!

休と
養 i問
と-し、

Jし、.グ〕

の'あ
安る
り.)，

ぎる
をさ
もと
たは

レコ

し
む
源
泉
で
す
。

明
日
へ
の
希
望
と
活
力
を
生

新
年
度
は

こ
れ
ま

で
が
備
を
進
め
て
き
た
県
民
公
同
太

間
山
ラ
ン
ド
に
夢
い

っ
ぱ
い
の
大
型

い
ま
、
私
た
ち
は
波
乱
に
満
ち
た
七

0
年
代

を
来
リ
越
え
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

行
油
危
機
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
七

0
年

代
は
わ
が
同
が
国
際
情
勢
の
大
き
な
う
ね
り
の

中
で
激
し
く
指
れ
動
い
た
時
代
で
し
た
。
高
度

成
長
を
お
う
歌
し
て
い
た
わ
が
凶
の
料
消
が
安

定
成
長
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
、

不
汎
基
調
か
ら
の
脱
却
に
全
力
を
傾
け
た
時
代

で
し
た
。
本
県
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
経
済

活
動
も
い
ま
一
つ
盛
り
上
が
り
を
欠
き
、
将
来

へ
の
展
望
を
十
分
に
な
し
得
な
い
ま
ま
今
日
に

至
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
リ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
節
約
、
人
口
の
高
齢
化
、
食
料
一品
需
給
の
不

均
衡
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
表
面
化
し
、
恨

本
的
な
対
応
を
模
索
し
つ
つ

、
八

0
年
代
へ
と

引
き
献
が
れ
ま
し
た
。

上
げ
、
県
営
住
宅
の
居
住
水
準
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
取
引
の
規
制
措
置
、

地
価
安
定
へ
の
監
悦
強
化
な
ど
、
困

土
利
用
計
画
法
の
的
確
な
運
用
を
図

り
ま
す
。

富
山
県
知
事

ブ
ー
ル
を
建
設
し

年

の
開
園
を
め
ざ
し
ま
す
。

置
県
百
年

(
ru

中
部
山
岳
同
立
公
開
林
名
地
区
で

は
、
コ
マ
ヵ
年
計
画
で
駐
卓
場
、
園
地
、

探
勝
歩
道
の
柊
備
を
進
め
ま
す

ま
た
、
花
と
枇
あ
ふ
れ
る
美
し
い

環
境
づ
く
リ
の
た
め
、
「
花
と
川
仰
の
銀

市

T

丘亘
五五

県
民
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
県
政

中

い
ま

県
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
激
動
の

新
し
い

八

0
年
代
と
い
う
荒
海
に
来
リ
出
し

航
海
に
船
出
す
る
に
あ
た
リ

引
払
に
謀
せ
ら
れ

県議会で提案理由を説明する中沖知事

た
任
務
と
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

私
は
、
「魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」「
活
力
あ
る

産
業
づ
く
り
」「
明
日
を
拓
く
人
づ
く
り
」
の
三

圃
上
・
下
水
道
の
整
備

必
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
道
に
つ

い
て
は
、
熊
野
川
タ
ム
建
設
を
は
じ

め
水
源
の
確
保
に
つ
と
め
る
一
方
、

水
道
普
及
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、
射
水
・

行
」

の
一
一
層
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

μ
C
A八
月
/

-
フ
フ

川
ん
京
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
化

い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

園
美
し
い
自
然
を
守
る

新
年
度
は
い
よ
い
よ
自
然
博
物
凶

セ
ン
タ
ー
か
開
園
し
ま
す
が
こ
れ

と
努
力
を
結
集
し

つ
の
政
策
を
柱
に
県
民
の
み
な
さ
ん
の
英
知

計
画
的
か
つ
着
実
に

「
活

5 

た
し
ま
す
。

力
あ
る
富
山
県
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
前
進
い

ま
た
、

「
川
力
あ
る
高
山
県
を
つ
く
る
総
合
計

由
」
の
策
定
に
若
手
し
今
後
の
県
政
の
進
む

べ
き
道
を
中
期

・
長
期
的
展
望
に
立

っ
て
明
ら

か
に
し
ま
す

自
然
、
経
一
折
、
文
化
な
ど
調
和
の
と
れ
た
、

世
か
で
し
か
も
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
富
山
県
を
築

く
に
は
、
川
小
川
人
一
人

一
人
の
万
々
の
相
倒
的
か

っ
建
設
的
な
県
政
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
県
政
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
み

な
さ
ん
の
立
見
や
要
望
に
で
き
得
る
か
ぎ
り
応

え
る
た
め
、
広
く
各
層
の
方
々
と
接
し
、
対
話

の
推
進
に
努
め
、
県
民
の
み
な
さ
ん
と
一
体
と

な

っ
て
蹄
か
し
い
未
来
を
築
い
て
ま
い
り
た
い

と
念
願
し
て
い
ま
す
。

県
民
の
み
な
さ
ん
の
よ
リ

一
層
の
ご
埋
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
管
整
備
に
助
成
し
ま
す
。

口
同
岡
地
区
の
上
水
道
を
結
ぶ
災
害
連

長
年
の
懸
案
だ

っ
た
小
矢
部
川
流

域
下
水
道
は
、
地
厄
の
方
々
の
ご
埋

解
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

基
本
的
な
合
意
を
得
ま
し
た
。
今
後
、

一
日
も
半
く
着
工
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
リ
ま
す
。

圃
第
三
次
交
通
安
全
計
画
を
策
定

交
通
安
全
の
基
本
は

一
人

一
人
の

心
が
け
で
す
。
新
年
度
に
は
地
域
、

職
場
で
の
運
転
教
育
を
強
め
、
交
通



判
者
対
策
を
進
め
る
ほ
か
、
交
通
岡
町
識

な
ど
の
安
全
施
設
を
樫
備
す
る
な
ど
、

死
亡
事
故
防
止
を
重
点
に
交
通
安
全

対
策
を
進
め
ま
す
。
高
岡
警
察
署
は
、

総
合
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
化
を
め
ざ

し
て
用
改
築
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

画
県
土
を
災
害
か
ら
守
る

急
流
河
川
や
地
す
ベ
リ
地
帯
を
多

く
か
か
え
る
富
山
県
に
と

っ
て
、
県

土
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
は
重
要
で

す
。
今
後
も
引
き
続
い
て
河
川
改
修
、

{Li 

山

砂
II}J 

ほ
岸
保
全
な
ど
に
力

美
し
く
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た

め
大
気

・
水
質
調
売
の
実
地
、
公
害

川

M
m
視
体
制
の
M
m
t

備
、
新
港
周
辺
ク
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
の
造
成
を
進
め
ま
す
。

ま
た

中
小
企
業
公
害
防
止
地
設

を
注
ぎ
ま
す
。

圃
県
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に

犯
非
な
ど
か
ら
県
民
の
詳
し
を
守

る
た
め
警
察
官
を
二
十
五
人
増
員
し

ま
す
。

圃
公
害
防
止

で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

的
世
備
融
資
制
度
を
改
善
し

産
業
廃

棄
物
の
広
域
処
理
対
策
を
検
討
し
ま

す
。

雪
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
ら

総
合
雪
対
策
研
究
会
議
を
新
設

記
録
的
な
豪
雪
に
明
け
暮
れ
し
た

こ
の
冬
で
し
た
。

こ
の
教
訓
を
い
か

し
て
新
年
度
に
は
総
合
雪
対
策
研
究

会
議
を
設
け
、
技
術
開
発
、
税

・
財

政

・
金
融
な
ど
を
含
め
た
多
面
的
な

研
究
を
進
め
、

守
に
負
け
な
い
ま
ち

づ
く
リ
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
当
面
の
課
題
と
し
て
、
道

路
の
管
理
区
分
を
超
え
た
無
雪
ネ

ツ

ト
ワ
ー
ク
を
組
む
こ
と
を
主
版
に
、

新
年
度
か
ら
ハ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
と
し

て
地
域
ぐ
る
み
の

「担
3
1害
ま
ち
づ

く
り
」
事
業
を
発
足
さ
せ
ま
す
。

「
と
や
ま
の
観
光
百
選
」
を
公
募

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
フ
ヘ
全
国
的
で
宣
伝
活
動

圃
観
光
百
選
を
募
集

富
山
県
は
全
国
有
数
の
自
然
景
観

や
文
化
財
を
も
っ
て
お
り、

こ
れ
ら

の
資
源
を
誇
り
を
も
っ
て
守
り
、
全

国
に
富
山
の
良
さ
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
し
く
「
と
や
ま
の

で
す
。

こ
の
た
め
、
こ

と
し
一
月
二

十
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
富
山
県
民

の
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関

す
る
条
例
」
を
基
本
に
、
近
年
増
加

し
て
い
る
消
費
者
苦
情
に
対
処
す
る

た
め
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
分

観
光
百
選
」
を
広
く
一
般
に
募
集
し
、

観
光
カ
レ

ン
ダ
ー
、
映
画
を
制
作
し

ま
す
。
ま
た
、

「
ふ
れ
あ
い
の
越
中
路
」

を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
「
観
光
と

や
ま
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
の
た
め

全
国
で
宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

室
を
支
所
へ
拡
充
強
化
し、

商
品
テ

ス
ト
機
器
の
整
備
、

地
域
食
品
な
ど

の
規
格
表
示
の
白
、

基
準
の
設
定
を

推
進
し
ま
す
。

画
物
価
。ハ
ス
を
運
行

国
の
施
策
に
ま
っ
と
こ
ろ
が
多
い

;檀

こ
れ
ま
で
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
立
山
山
ろ
く
観
光
レ
ク
リ
エ
l
シ

ョ
ン
地
区
は
、
こ
と
し
七
月
に
家
族

旅
行
村
・と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
か
ら
有
峰
県
立
円
然

公
園
の
環
境
を
保
全
し
、
立
山
山
ろ

く
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
基
地
と
有
機

A 

56年豪雪を教訓に、雪に負けないまちづくりへ向って

総合雪対策会議が設けられる
B 

的
に
結
び
つ
い
た
、
観
光
ル
ー
ト
の

広
域
化
の
た
め
の
法
本
調
任
を
行
う

ほ
か
、
年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き
る

ょ
う
広
域
観
光
圏
域
開
発
整
備
事
業

を
進
め
、
一
伽
波
山
ろ
く
レ
ク
リ
エ
|

ン
ョ
ン
開
発
調
査
に
も
協
力
し
ま
す
。

消
費
生
活
条
例
で
県
民
生
活
を
守
る

物
価
安
定
へ
き
め
細
か
い
価
格
監
視

圏直
消
費
者
苦
情
処
理
体
制
を
強
化

物
価
問
題
で
す
が
、

価
格
監
視
、
物

価
情
報
の
収
集
、
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
物
価
パ
ス
を
運
行
す
る
ほ
か
、

高
等
学
校
で
の
消
費
者
教
育
へ
の
取

り
組
み
を
強
め
ま
す
。

一期
転
作

l
複
合
経
営
ヘ
移
行

食
品
加
工
研
究
施
設
建
設
に
着
手

第

転作を機に本県農業は複合経営への転換が求められている

複
合
経
営
で
高
い
農
業
所
得

県
農
業
の
進
む
べ
き
道
は
、
良
質

米
生
産
地
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
な

が
ら
、
作
物
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

複
合
経
営
と
、
地
域
特
産
物
の
振
興

と
考
え
ま
す
。
特
に
、
産
業
と
し
て

足
腰
の
強
い
農
業
に
す
る
に
は
農
地

の
流
動
化
で
規
模
を
拡
大
し
な
が
ら
、

農
業
生
産
の
地
域
的
な
組
織
化
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

農
用
地
の
基
盤
整
備

・
高
度
利
用
、

農
業
構
造
改
善
を
進
め
る
ほ
か
、
麦
・

大
豆
の
振
興
を
図
リ
、

「
特
産
の
里
」

を
設
け
て
地
域
特
産
物
の
定
着
化
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
豊
か
な
む
ら
づ
く

り
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
実
施
、
農
村

婦
人
大
学
の
開
設
な
ど
農
村
コ
ミ
ユ

一テ

ィ
づ
く
り
を
援
助
し
ま
す
。

軍
第
二
期
転
作
は
集
団
化
で
対
応

水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
農
家
や

関
係
者
の
ご
理
解
を
得
て
、
計
画
的

「
活
力
あ
る
富
山
県
づ
く
り
」
に

な
集
団
転
作
を
進
め
ま
す
。

こ
の
た

め
、
生
産
施
設
の
整
備
、
農
地
の
汎

用
化
を
進
め
る
ほ
か
、
県
単
独

の
集

団
化
奨
励
補
助
、
地
域
特
産
物
の
振

興
補
助
を
強
め
、
新
た
に
転
作
田
高

度
利
用
の
た
め
の
診
断
事
業
や
補
助

制
度
を
設
け
ま
す
。

画
食
品
加
工
研
究
施
設
建
設
に
着
手

農
林
水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、

地
場
食
品
産
業
の
技
術
水
準
向
上
の

た
め
、
食
品
加
工
研
究
施
設
の
建
設

に
着
手
し
ま
す
。

量
畜
産
団
地
を
育
成

畜
産
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
自

給
飼
料
対
策
を
進
め
、
優
良
家
畜
や

肉
用
牛
を
中
心
と
す
る
畜
産
団
地
を

育
成
し
ま
す
。

重
森
林
の
維
持
増
進
に
積
極
策

森
林
の
集
団
的
、
計
画
的
間
伐
を

進
め
る
た
め
、
新
た
に
間
伐
促
進
総

合
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

大
規
模
林
道
大
山
・
福
光
線
が
速
や

欠
か
せ
な
い
の
が
県
民
生
活
の
安
定

か
に
着
工
さ
れ
る
よ
う
国
に
強
く
要

請
し
ま
す
。

豪
雪
被
害
対
策
と
し
て
、
激
じ
ん

災
害
復
休
造
林
事
業
の
ほ
か
、
県
単

独
の
復
旧
事
業
を
行
い
ま
す
。

画
育
て
る
漁
業
を
推
進

二
百
カ
イ
リ
問
題
に
加
え
燃
油
の

高
騰
な
ど
、
漁
業
を
と
り
ま
く
環
境

に
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た

め
、
引
き
続
い
て
漁
港
の
整
備
を
は

じ
め
漁
礁
の
設
置
、
幼
稚
仔
保
育
場

造
成
な
ど
「
育
て
る
漁
業
」
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
構
造
改
善
事
業
に
着
手

す
る
ほ
か
、
漁
業
振
興
資
金
、
沿
岸

漁
業
改
善
資
金
な
ど
を
拡
充
し
、
富

フ

山
湾
の
水
産
資
源
の
調
査
・
研
究
に

努
め
ま
す
。

地
域

中経
小済
z、υ)

業発
会展

融ほ
対声
策均
九産

夫妻
FZ 
改
主主

一金
中
小
企
業
融
資
金
利
を
引
き
下
げ

中
小
企
業
経
営
の
安
定
強
化
の
た

め
、
県
単
独
融
資
制
度
の
金
利
と
保

証
料
率
を
引
き
下
げ
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
近
代
化
の
た
め

高
度
化
資
金
、
設
備
近
代
化
資
金
を



充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
新
た
に
県
単
独

の
設
備
貸
与
制
度
、
消
融
雪
設
備
設

置
促
進
資
金
融
資
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

下
請
企
業
の
受
注
を
確
保
し
句
さ

ら
に
は
共
同
受
注
体
制
を
育
て
る
た

め
、
中
小
企
業
振
興
協
会
に
指
導
員

を
増
員
し
ま
す
。

ま
た

小
規
模
企

業
対
策
と
し
て
、
経
営
指
導
員
を
増

員
し

広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
拡
充
し
ま
す
。
な
お

中
小
商
業

の
振
興
の
た
め
地
域
商
業
近
代
化
ビ

ジ
ョ
ン
の
作
成
な
ど

一
層
の
努
力

を
重
ね
ま
す
。

圃
技
術
・
情
報
交
流
の
場
を
創
設

企
業
経
営
の
カ
ギ
と
も
い
え
る
技

術
開
発
に
つ
い
て
は

新
た
に
異
業

種
聞
の
先
端
技
術

・
情
報
交
流
の
場

と
し
て
「
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
」
を
設
け

企
業
の
新
技

術
開
発
へ
の
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は

引
き
続

い
て
構
想
な
ど
を
精
査
調
整
し
ま
す
。

ま
た

先
端
技
術
企
業

大
学

・
研

究
機
関
と
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
地
設
を

有
機
的
に
結
び
合
わ
せ
る
テ
ク
ノ
ポ

ま
た
、
上
市
川
第
二
発
電
所
な
ど

の
建
設
を
計
画
的
に
進
め
る
ほ
か

技術先端型企業を中心とした内陸部工業団地をめざす

富山・八尾中核工業団地の起工式

新
た
に
農
業
用
水
を
利
用
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て

リ
ス
構
想

の
調
査
に
取
り
か
か
り

技
術
立
県
を
め
ざ
し
ま
す
。

園
地
場
産
業
に
活
力
を

地
場
産
業
に
活
力
を
与
え
る
こ
と

こ
そ
が
地
域
経
済

の
発
展
に

つ
な
が

る
も
の
と
い
、
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
た
め
、
新
年
度
か
ら
地
場
産

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
リ
組

む
と
と
も
に

地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
l
建
設
に
助
成
し
ま
す
。

H

楽
業
振
興
と
し
て
、

「
と
や
ま
の
薬
」

の
産
地
薬
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
成

し
、
新
商
品
の
開
発
研
究
や
需
要
の

開
拓
に
取
り
組
む
は
か
、
和
漢
薬
の

圃
商
品
見
本
市
で
販
路
拡
大

物
産

・
貿
易
の
振
興

の
た
め
、
小
砕

外

・
国
内
で
開
催
さ
れ
る
各
陣
商
品

見
本
市
や
物
産
展
に
積
極
的
に
参
加

し
県
産
品
の
版
路
拡
大
に
努
め
ま

す
。ま

た

産
業
展
示
館
の
建
設
に
つ

臨
床
応
用
の
研
究
、

生
薬
栽
培
の
奨

い
て
場
所
な
ど
も
含
め
て
引
き
続

き
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

優
良
z、

新柔
た求
益率
業極

ZP 
推議
進致
本活

き動
設
置

画
技
術
先
端
型
企
業
を
誘
致

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
に
は
、
産

業
の
高
度
化
に
効
果
の
大
き
い
技
術

先
端
型
産
業
の
誘
致
に
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
企
業
誘
致
推
進
本
部
の

励
、
流
通
問
題
の
調
査
、
検
討
を
行

ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
続
い
て
卸
売
ソ
|

巴

い
、
伝
統
あ
る
薬
業
県

1
富
山
の
地

位
を
一
層
高
め
ま
す
。

新
設
、
企
業
立
地
推
進
員
の
増
員
な

ど
誘
致
体
制
を

つ
く
り
、
企
業
立
地

推
進
助
成
制
度
も
拡
充
強
化
し
ま
す
。

画
小
杉
流
通
団
地
に
卸
売
ゾ

l
ン

こ
れ
ま
で
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
小
杉
流
通
業
務
団
地
は

ト
ラ

ッ

ン
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た

工
業
用
水
道
事
業
は
、
今

後
も
積
極
的
な
需
要
開
拓
で
経
営
の

安
定
を
図
リ

長
期
的
な
観
点
に
立

っ
て
そ
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
挑
戦

診
断
パ
ス
で
省
エ
ネ
巡
回
指
導

画
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用

産
業
の
健
全
な
発
展
に
は

利
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

効
率
的
な
利
用

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

県
で
は
廃
熱
な
ど
の
事
業
化
促
進

調
査
を
行
い
ま
す
。

中
高
年
齢
者
に
働
く
場
を

失
業
宇
佐
防
、
ぎ
再
就
職
を
促
進

最
近
の
雇
用
事
情
は
低
迷
が
続
き
、

高
齢
化
社
会
の
進
展
と
合
わ
せ
、
中

高
年
齢
者
に
と
っ
て
厳
し

い
状
況
に

な

っ
て
い
ま
す
。

圏
中
高
年
齢
者
の
雇
用
を
促
進

こ
の
た
め
、
定
年
延
長
の
気
運
を

醸
成
す
る
ほ
か
、
失
業
防
止
と
再
就

職
促
進
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
は
、
中
高
年
齢
者

向
け
の
職
場
に
つ
い
て
の
研
究
に
助

成
し
ま
す
。

画
労
働
福
祉
を
充
実

職
業
訓
練
校
で
は
、
中
高
年
齢
者

の
離
転
職
対
策
を
重
点
に
、
入
校
時

期
の
多
様
化
を
は
じ
め
、
各
種
訓
練

の
た
め
の
調
査
や
、
診
断
パ
ス
に
よ

る
省
エ
ネ
の
巡
凶
指
導
な
ど
を
行
い

ま
す
。

産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

ま
た

策
懇
話
会
を
設
け

エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

を
効
果
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン

施
設
の
建
設
を
進
め

市
町
村
の
高

齢
者
労
働
能
力
活
用
事
業
に
助
成
す

る
な
ど
、
労
働
福
祉
を
充
実
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
勤
労
者
の
文
化
厚
生
事

業
へ

助
成
し
、
勤
労
者
金
融
対
策
の

充
実
を
図
リ
ま
す
。

画
障
害
者
の
福
祉
を
一
一
層
充
実

こ
と
し
は
国
際
障
害
者
年
。
障
害

中高年齢者に再就職の機会を
と集団面接選考会が聞かれた

者
の
社
会

へ
の
「
ん
厄
全
参
加
と
平
等
」

と
い

う
目
僚
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

再
発
活
動
を
積
極
的
に
行
、っ
と
と
も

に
、
障
害
者
福
祉

の
充
実
に
努
め
ま

す

新
年
度
は

い
よ
い
よ
リ
ハ
ビ
リ

画
豊
富
な
水
を
十
分
に
活
用

県
営
の
発
電
事
業
と
し
て
は

と
し
十
二
月

の
完
成
め
ざ
し
て
、
大

長
谷
第
三
発
電
所
の
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
。

園
セ
ン
タ
ー
も
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
は

計
画
年
次
を
繰
り
上
げ
て
新
年
度
か

ら
建
設
し
、
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
を

一
層
充
実
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
共
地
設
の
繋
備
改
善

に
取
り
組
ん
で
、
障
害
者
に
と

っ
て

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
社

会
参
加
を
促
し
ま
す
。

圃
養
護
学
校
二
校
を
新
設

す
べ
て

の
障
害
児
に
適
正
な
教
育

が
行
わ
れ
る
よ
う
、

新
川

・
砺
波
地

テ
ー
シ

ョ
ン

寺
門
病
院

の
建
設
に
右

手
し
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
心
身
障

害
児
の
早
期
発
見

・
療
育
を
進
め
る

拠
点
と
し
て
、
心
身
障
害
児
総
合
通

区
に
各
一
校
、

独
立
の
養
護
学
校
を

建
設
し
、
高
岡
養
護
学
校
砺
波
学
園

9 

分
校
を
建
設
し
ま
す

画
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置

障
害
お
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、

職
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
置
き
、
職
場

見
学
会
を
催
す
な
ど

の
地
策
を
進
め

ま
す
。

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は
9
月
オ
ー
ブ
ン

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
充
実
に
積
極
策

画
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は
三
機
能

健
康
は
生
川

の
法
本

健
康
を
維

持

-
M
m
進
す
る
に
は

EK
州
の
f
M

や
早
期
発
見
、
適
切
な
医
療

ビ
リ
に
い
た
る
ま
で
の
包
話
的
な
似

健
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
で
す

こ
の
た
め
、
健
康
晴
進
、
総
合
健

治
、
健
康
教
育
の
三
機
能
を
完
備
し

た
健
康
明
進
セ

ン
タ
ー
を
九
日
に
開



設
し
、
こ
れ
を
核
に
県
民
の
健
康
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん
・
循
環

器
な
ど
の
検
診
、

相
談
事
業
を
拡
充

じ
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
保
健
サ
i

ビ
ス
充
実
の
た
め
、
市
町
村
保
健
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

画
へ
き
地
医
療
対
策
を
充
実

救
急
医
療
の
充
実
の
た
め
、
新
た

に
新
川
、
砺
波
地
区
に
第

一
・
二
次

救
急
医
療
体
制
を
整
備
す
る
ほ
か
、

新
た
に
氷
見
市
民
病
院
を
へ
き
地
中

備
推
進
委
員
会
を
設
け
、
大
学
な
ど

の
拡
充
柊
備
、
私
立
大
の
誘
致
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

画
青
年
の
海
外
派
遣
は
西
欧
へ

絞
病
院
に
指
定
、
助
成
す
る
な
ど

へ
き
地
医
療
対
策
の
充
実
に
も
力
を

注
ぎ
ま
す
。

圃
母
子
福
祉
の
充
実

次
代
を
相
、
っ
子
供
を
健
や
か
に
育

て
る
の
は
、
私
た
ち
お
と
な
の
責
務

で
す
。
新
年
度
は
、
母
子
と
も
に
危

険
の
高
い
周
産
期
に
着
目
し
た
調
奄

研
究
な
ど
の
母
子
保
健
対
策
の
ほ
か
、

保
育
所
の
整
備
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
育

成
な
ど
、
児
童
福
祉
施
策
を
充
実
さ

ことし9月にオープンす

る110万県民の健康増

進基地富山県健康増

進センター

十

一
回
目
を
迎
え
る
青
年
の
海
外

派
遣
で
す
が

一
般
部
門
は
身
体
障

害
者
を
含
め
西
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ

へ
、
農
業
部
門
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

せ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
父
千
家
庭

ほ
ほ
議
事
業
を
実
地
し
ま
す
。

画
い
き
が
い
あ
る
老
後
を

お
年
寄
リ
か
健
康
で
生
き
が
い
を

も
て
る
よ
う
、
主
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
機
能
充
実
や
ゲ
l
ト
ボ
ー
ル
場
の

設
置
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者

は
、
特
別
養
護
主
人
ホ
l

ム
の
新
設

特
備
の
ほ
か
、
新
た
に
、
お
む
つ
支

給
や
食
生
活
改
善
事
業
な
ど
を
行
い

ま
す
。

創
造
力
・
実
践
力
、
豊
か
な
人
間
性
を

大
学
・
短
大
整
備
へ
推
進
委
員
会
設
置

画
ゆ
と
り
と
充
実
の
教
育
を

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は
、
明
日

の
文
化
の
形
成
者
に
ふ
さ
わ
し
い
創

造
力
と
実
践
力
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も

豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

こ
の
た
め
、
ゆ
と
り
と
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
大
切
で
、
教

ダ
へ
派
遣
し
ま
す
。

ま
た
、

「
活
力
あ
る
郷
土
を
拓
く
若

人
の
広
場
」
を
開
設
し
、
青
少
年
の

社
会
参
加
を
促
し
ま
す
。

豊
か
な
心
と
生
活
の
潤
い
宇
佐

近
代
美
術
館
は

7
月
5
日
開
館

圃
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
開
設

県
民
の
生
涯
学
習
意
欲
の
高
ま
り

に
応
え
、
教
育
文
化
会
館
内
に

「
生

涯
学
宵
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
は
、
公
立
図
書
館
未

設
置
村
解
消
の
た
め
、
助
成
措
置
を

講
じ
ま
す
。

圏
直
地
域
に
も
香
り
高
い
芸
術
文
化
を

県
民
だ
れ
も
が
芸
術
文
化
に
接
し
、

自
ら
創
作
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

文
化
施
設
整
備
に
助
成
す
る
ほ
か
、

県
展
、
青
少
年
美
術
展
な
ど
創
作
公

演
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
移
動
芸
術
祭
、
巡
回
県
民

劇
場
な
ど
を
開
催
し
、
地
域
の
方
々

に
も
優
れ
た
芸
術
に
接
す
る
場
を
提

供
し
ま
す
。

圃
美
術
館

l
企
画
展
を
逐
次
開
催

県
立
近
代
美
術
館
は
、
七
月
五
日

い
よ
い
よ
開
館
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ

を
-記
念
し
て
常
設
展
の
ほ
か
、
富
山

国
際
現
代
美
術
展
を
皮
切
リ
に
、
企

画
展
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
や
左
人
と
児
童
の
交
流
事
業
に

助
成
し
ま
す
。

お
年
寄
り
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

育
環
境
の
整
備
、
教
職
員
の
資
質
向

上
に
努
め
る
ほ
か
、
教
職
員
九
十
九

人
を
増
員
し
ま
す
。

画
新
設
三
高
校
、
五
十
八
年
度
開
校

生
徒
急
増
に
対
処
す
る
た
め
、
五

十
八
年
度
の
新
設
高
校
三
校
の
開
校

に
向
け
て
着
工
し
ま
す
。
ま
た
、
既

県民体育大会は名・実ともに県民に聞かれた大会として生まれかわりつつある

ス
。ホ
!
ツ
で
心
身
と
も
に
健
康
に

県
民
ス
。ホ
!
ツ
相
談
員
各
新
設

画
県
体
の
内
容
を

一一
層
充
実

近
年
、
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ

'J漕
闘
剛
一層
m

7月5日にオーフ。ンする県立近代美術館て怯、

数々の開館記念展シリーズが予定されている

の
意
欲
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

県
民
だ
れ
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
新
た

に
県
民
ス
ポ
ー
ツ
相
談
員
を
配
置
す

設
校
は
、
老
朽
、
危
険
校
舎
の
改
築
、

体
育
館
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

画
家
庭
教
育
相
談
員
を
設
置

少
年
た
ち
の
心
身
と
も
に
健
や
か

な
成
長
の
た
め
、
学
校
で
の
ス
ポ

l
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ツ
や
集
団
活
動
の
振
興
を
図
リ
、
教

師
と
生
徒
と
の
心
ふ
れ
あ
う
指
導
を

充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
は
、

家
庭
教
育
相
談
員
を
設
置
し
ま
す
。

圃
私
学
へ
の
助
成

私
学
に
対
し
て
は
、
各
民
間

の
助
成

を
通
じ
て
そ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

圃
大
学
・
短
大
の
整
備

.
ム
ト
六
年
度
政
府
予
算
案
に
創
設

準
備
費
が
計
上
さ
れ
た
国
立
高
岡
産

業
短
期
大
学
(仮
称
)は
、
早
期
に
開

学
で
き
る
よ
う
、
政
府
な
ど
に
働
き

か
け
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
高
等
教
育
機
関
整

伽，

榔

る
ほ
か
、
県
体
の
内
容
充
実
で
「
開

1 1 

か
れ
た
県
民
体
育
大
会
」
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

県
営
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
新

年
度
に
用
地
買
収
、
土
地
造
成
、
設

計
に
か
か
り
ま
す
。

新
た
に
婦
人
を
海
外
に
派
遣

地
域
活
動
推
進
員
の
活
躍
に
期
待

画
婦
人
の
地
位
向
上
と
社
会
参
加
を

社
会
を
支
え
る
婦
人
の
地
位
の
一

層
の
向
上
の
た
め
、
現
在
、
県
内
行

動
計
画
の
策
定
を
急
い
で
い
ま
す
が
、

婦
人
自
身
が
自
主
的
に
問
題
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
、

「
婦
人
地
域
活
動
推

進
員
」
の
一
層
の
活
躍
に
期
待
し
ま

す
。

ま
た
、
新
た
に
地
域
の
婦
人
指
導

者
を
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
へ
派
遣

し
、
国
際
感
覚
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。



こ
と
し
は
、
国
際
障
害
者
年
で
す
。

国
際
障
害
者
年
の
目
的
は
、
障
害
を

も
っ
人
々
の
社
会
へ
の

「
完
全
参
加

と
平
等
」
と
い
う
目
標
の
実
現
を
促

進
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
理
念
は
、
障
害
者
を
社
会
一

般
の
人
々
と
異

っ
た
人
た
ち
と
し
て

考
え
る
の
で
は
な
く
、
通
常
の
社
会

人
と
し
て
認
識
し
、
障
害
者
の
み
な

さ
ん
に
も
社
会
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
、
障
害
者
に
聞
か
れ

た
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。障

害
者
や
老
人
な
ど
社
会
的
に
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
々
も
地

域
社
会
の
中
で
生
き
が
い
を
も
ち

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
福
祉
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
県
民
す
べ

の
助
け
合
い
の
心
が
必
要
で
す
。

国
際
障
害
者
年
を
契
機
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
県
民
の
み
な
さ

ん
に
障
害
者
問
題
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
丘
十
六
年

度
に
お
い
て
は
告
発
活
動
を
活
発
に

展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
悩
祉
の
た
め

の
庇

接
的
な
事
業
と
し
て
は
、
関
係
す
る

存
分
野
か
ら
広
く
桔
…
極
的
に
取
リ
組

ん
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
c

障
害
者
各
海
外
に
派
遣

福
祉
施
策
も

一
層
充
実

こ
れ
ま
で
の
悩
祉
地
策
に
加
え
充

実
し
た
主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お

リ
で
す
。

啓
発
活
動

障
害
者
年
記
念
福
祉
大
会
の
開

山佳
。各

障
害
者
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

身
体
障
袋三

者
友
友

グ〉

集

第
十

一
回
青
年
海
外
派
遣
(
明
日
を
拓

く
青
年
の
翼
)
へ
の
障
害
者
の
参

加
な
ど
障
害
者
と
健
常
者
と
の
交

流
の
推
進
。

ω
福
祉
機
器
、
障
害
者
作
品
展
示

会
の
開
催
。

ω
福
祉
副
読
本
、
障
害
者
年
記
念

誌
の
発
行
。

ω
各
種
の
広
報
活
動
の
展
開

(
広

告
培
、
懸
垂
百
年

ポ
ス
タ
ー

街
つ
く
リ
を
推
進
す
る
た
め
の

障
芹
布
福
祉
の
街
.つ

く
り
事
業

同

障

害

者

に

付

し
て
人
々

の
徒

助
や
協
力
が
伴
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
、必礼一

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
、
ハ
ン
ク

普
及
事
業
。

付

制
祉
施
設
の
も
つ
機
能
を
紅

宅
障
害
者
も
活
用
で
き
る
よ
う

に
配
慮
し
た
心
身
障
害

者
地
域

療
育
事
業
。

(ニ)

福
祉
制
度
を
わ
か
り
や
す
く

の
建
設

吋

毛

皮

村
神
崎
川
村
将
史
生
地
誌

の
建
設

身
体
障
由
一
口
布
通
所
技
産
事
業

の
開
設
。

(4) 
(ロ)(イ)

障
履 害
用 者
不 雇
達 用
成 の
指 促
4 進
グ) 0 

';11 
化

心
身
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
配
置
い
争
業
及
び
障
害
者
職

場
見
学
会
開
催
事
業
な
ど
障
害

者
雇
用
の
促
進
。

同

障
害
児
の
教
育
の
充
実
。

川

障

害

児
に
付
す
る
適
切
な
教

育
の
場
を
保
障
す
る
た
め
、
新

川
地
区
、
一
防
波
地
区
に
養
進
学

校
を
新
設
す
る
他
、
し
ら
と
り

養
護
学
校
、
高
岡
養
護
学
校
砺

波
学
園
分
校
の
増
設
な
ど
特
殊

12 

テ

ッ
カ

|

広
報
誌

解
説
し
た
障
害
者
福
祉
ガ
イ
ド

ブ

ッ
ク
の
作
成

障
害
の
発
生
予
防
、
医
療
の
充

実
。

川

新
生
児
緊
急
医
療
シ
ス
テ
ム

研
究
事
業
及
び
障
害
児
指
導
訓

ス

練
↑
事
業
の
充
実
な
ど
早
期
発
見

(ロ)
め養
紺l障護
か害学
な児校
指のの
導実充
¥態実

教に
育応
をじ
千丁

うき

た
め
教
材
、
教
具
の
開
発
な
ど

教
育
内
容
の
充
実
、
そ
し
て
ま

た
障
害
者
福
祉
を
充
実
し
て
行

く
た
め
に
長
期
的
展
望
に
た
っ

た
障
害
者
福
祉
計
画
を
、
衆
知

を

集

め

て

、

策

定

す

る

と

に

し
て
い
ま
す
。

し
お
り

新
聞
掲
載
な
ど
各
種
キ

ャ
ン
ペ

l

ン
の
展
開

福
祉
施
策

)
 

1
 

(
 
障
害
者
の
生
活
環
境
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
。

(イ)

障
害
者
に
と
っ
て
住
み
よ
い

早
期
療
育
体
制
の
充
実
。

同

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

専

門

病

院
、
心
身
障
害
児
総
合
通
園

セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
医
療
の

充

実
。

利
害
相
談
指
導
事
業
な
ど
精

(ノす

神
障
室三

者
対
策
グ〉

充
実

川

障
害
者
施
設
援
護
対
策
の
充
実
。

川

重

度

身

体

障

害

者

療

護

施

設



だ
こ
と
か
ら
、
扇
舞
ガ
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す。
練
り
歩
く
子
ど
も
ら
の
愛
ら
し
い
舞
い
の
な
か
に
も

伝
統
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
¥

一
見
に
値
す
る
稚
児
舞
で

す。

!野1
1 性|
|昧|
|あ|

川副
|ノる|
|プ l
iタ J

朝
日
町
の
新
珍
昧
に

H

猪
豚
H

を
ど
う
ぞ
。
こ
れ
は

イ
ノ
シ
シ
と
ブ
タ
を
か
け
あ
わ
せ
た
も
の
で
す
。

豚
肉
と
牛
肉
の
ち
ょ
う
ど
中
間
く
ら
い
の
赤
身
を
も

つ
猪
豚
の
肉
質
は
¥
脂
肪
ガ
少
な
く
、
い
く
ら
か
歯
ご

た
え
が
あ
る
の
が
特
徴
。

料
理
方
法
と
し
て
は
¥
イ
ノ
シ
シ
と
同
じ
よ
う
に
鍋

物
が
う
ま
い
。
季
節
の
野
菜
を
加
え
だ
鍋
は
¥
ま
さ
に

山
里
の
昧
。

こ
の
ほ
か
¥
串
焼
き
¥
力
ツ
¥
鉄
板
焼
き
な
ど
数
々

の
料
理
が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
野
性
昧
あ
ふ
れ
る
も

の
で
目
下
売
出
し
中
。

問
い
合
せ
は
¥
朝
日
町
役
場
産
業
課
ヘ
。

県
の
最
も
東
に
位
置
す
る
朝
日
町
は
、
宮
崎
海
岸
を

は
じ
め
城
山
¥
朝
日
岳
、
白
馬
岳
と
数
多
く
の
観
光
地

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
朝
日
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
稚
児
舞
が
あ
る
の

を
ご
存
、じ
で
す
か
。

育
名
な
鹿
島
樹
叢
の
あ
る
地
区
の
鎮
守
様
l

鹿
島
神

社
の
春
季
例
祭

(包
年
四
月
八
・
九
日
〉
に
行
わ
れ
る

も
の
で
¥
舞
い
手
は
当
年
九
歳
の
子
ど
も
だ
ち
。

守4

愛らしさの中にも伝統の重みが感じられる稚児舞

こ
の
舞
に
は

u
槍
お
ど
り
H

と

υ
扇
舞
い
¥
か
あ
り

ま
す
。
槍
お
ど
り
は
¥
男
児
、
か
振
袖
紋
叶
を
た
く
し
よ

げ
、
赤
い
前
垂
れ
ま
わ
し
を
前
に
つ
け
て
彩
、
と
り
¥
槍

を
ふ
る
い
¥
扇
舞
い
は
¥
頭
に
花
笠
、
腰
に
は
色
し
ご

き
¥
紫
の
振
柏
で
飾
つ
だ
道
中
姿
の
女
児
、
ガ
舞
い
ま
す
。

起
源
は
古
<
¥
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
栄
え

た
修
験
者
の
往
来
、
が
こ
の
地
内
に
あ
り
¥
そ
の
神
道
芸

能
、ガ
漁
民
生
活
に
入
り
込
ん
で
槍
お
ど
り
、
が
で
き
、
ま

芝
、
北
陸
の
宮
の
滞
在
な
ど
か
ら
¥
承
久
の
変
前
後
に

京
都
を
は
じ
め
と
し
た
他
文
化
に
接
す
る
機
会
、か
あ
っ

15 
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富山は

|日|

E1 
Eヨ

話
し
手
・
池
田
弥
三
郎

(洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
主
任
教
校

聞
き
手
・

吉
崎
四
郎

(財
布
教
育
委
員
会
生
川
教
育
訓
長

石
松
か
ら
江
戸
つ
子
が
生
ま
れ
た
?

先
生
は
生
粋
の
、
比
.P
っ

f
で

す
の
で
、
ト
米
京
か
ら
米
ら
れ
る
と
い

吉
崎

う
こ
と
を
聞
い
て

「
こ
れ
は
い
い
人

が
米
て
く
れ
た
な
口
と
思

っ
た
ん
で

す
け
ど
ね
。

池
田

案
外

そ
ん
な
こ
と
な
か

っ

. ・w、

し
な
ん
て
い
い
ま
す
が
:
:
:
。

あ
あ
、
そ
う
そ
う
。

だ
か
ら

池
田

そ
の
江
戸

っ
子
の
つ
ら
汚
し
な
ん
て

い
う
よ
う
な
言
葉
が
で
て
く
る
の
が
、

そ
の
概
念
の
江
戸
っ
子
だ
と
思
う
ん

この対談は、毎週日曜日午前8時から 8時半までの30介 問、

北日本放送で放映している富山県の広報番組「こんにちは富山

県です」の 2月8日介を紙上再録したものです。

紙面の都合上、若干の添削を加えております。

で
す
よ
。

ま
あ
、
薩
摩
隼
人

(
さ
つ

ま
は
や

と
)
と
か
、
女
の
場
合
で
す
と
京
女

と
か
加
賀
女
と
か
、
何
か
ち
ょ
っ
と

気
位
が
高
く
て
ね
。

ど
う
い
い
ま
す

か
H

俺
た
ち
は
別
な
ん
だ
H

と
い
い

そ
う
な
感
じ
・・・・・
・。

吉
崎

江
戸
っ
子
は
べ
ら
ん
め
、
え
で
ま

た
で
し
ょ
う
。
(
笑

)

吉
崎

江
戸

つ
F

十
の

H

ち
ゃ
き
ち
ゃ

く
し
た
て
る
っ
て
い
い
ま
す
で
し
ょ
。

我

々
は
「
べ
ら
ぼ
う
な
事
」

池
田

だ
と
か
「
べ
ら
ぼ
う
な
値
段
で
」
な

ん
て
こ
と
は
い
い
ま
す
が
ね
、
「
何

い

っ
て
や
ん
で
、
ぇ
べ
ら
ぼ
う
め
」
っ
て

の
は
、
我
々
の
ま
わ
り
じ
ゃ
あ
聞

い

た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
。

き
H

と
言
、
つ
で
し
ょ
う

O

H

ち
ゃ
き
ち

や
き
々
と
い
う
の
は

池
田

(
正
し
く
は

)嫡
嫡

(
ち
ゃ
く

ち
ゃ
く

)
で
し
ょ
う
。「
我
は
平
家
の

嫡
嫡
な
リ
」

の

吉
崎

い
が
高
い
ん
で
す
か

一
止
戸

っ
チ
と
い
う
の
は
気
位

池
田

い
い
え
、
出

つ
い
れ
は
強
い
け

ど
も
、
気

位

は

高

く

な

い

で

し

ょ

九
ノ
、
本
当
の
江
戸

っ

f
て
い
う
も
の

+
J
F
A
G
 

-

-

伐
は
東
京
の
人
間
だ
か
ら
江

.引

っ

f
と
い
わ
れ
ま
す
が

イ
-
、
、
-

ナ
J
、
し

ナ
'
h

い
~
叫
い

っ

f
の
概
念
に
ヒ
タ

ッ
と
あ

て
は
ま
る
の
は
職
人
階
級
な
ん
で
す

よ

腕

一
本
で
ル
外
ら
し
て
い
る
連
中

吉
崎

あ
あ

そ
う
で
す
か
。

池
田

何
か
個
性
と
い
う
の
か

H

江

戸

っ
チ
は
五
月
の
鯉
の
吹
き
流
し

口
先
だ
け
で
ハ
ラ
ワ
タ
は
な
し
々

つ

て
い
う
で
し
ょ
。

二
つ
意
味
が
出
て

き
ま
す
わ
ね
。

口
先
だ
け
は
ぽ
ん
ぽ

ん
壬一
口
う
け
ど

そ
ん
な
に
腹
は
悪
く

な
い
ん
だ
と

い
う
の
と

口
で
、
え
る
わ

そ
う
な
理
く
つ
を
言
う
け
ど

何
も

実
行
力
が
な
い
ん
だ
と
。

だ
か
ら

ほ
め
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
し

江
戸
っ
子
を
け
な
し
て
い
る
と
も
と

れ
る
し
で
・・
・・・・。

11 

名
を
捨
て
実
を
と
る
ゲ越
中
つ
子

吉
崎

ど
う
も
、
越
中

っ
子
は
逆
み

た
い
で
す
ね
。

口
ベ
タ
で
す
け
ど
何

か
し
た
た
か
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
転

ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
。

だ
か
ら
私
た
ち
に
は

H

つ
ら
汚
し
H

な
ん
て
言
葉
は
な
い
で
す
よ
。
ま
あ

例
え
ば
か
恥
か
い
て
得
と
れ
u

と
か

い
っ
た
具
合
で
す
ね

池
田

そ
れ
は

上
方
文
化
は
だ
い

た
い

そ
う
で
し
ょ
。

江
戸
か
ら
東
京

に
か
け
て
の
地

の
人
聞
は

江
戸

っ

子
の
概
念
と
は
だ
い
ぶ
違
、
つ
ん
で
す
。

吉
崎

私
ら
は
、

名
を
捨
て
て
実
を

と
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
強
い
で
す
ね
。

池
田

そ
れ
は

(
江
戸

っ
子
と
)
だ

ね
。

だ
か
ら
l
私
の
お
じ
い
さ
ん
は

判
例
む
で
し
て
ね
l
脱
均
な
ん
て

の
は

ま
さ
に
、
パ
ド

っ

f
な
ん
で
す
よ

(
広

守6

れ
)
虎
泣
の
あ
れ

(
浪
曲
)
に
山
て

く
る
で
し
ょ
う
;

江
戸

っ

f
だ

っ
て

ね
え
々
と

何
か
、
か
お
い
ら
江
」戸
つ

f
だ
あ
H

と
い
う
よ
う
な
れ

っ
胤

の

い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
忠
、
つ
ん
で
す

江，1 

つ 在、

rは
グ〉日

概イメ
;念人
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fぷあ
グ〉 る

よ石
松
だ
と
か
落
語
と
い

っ
た
も
の
で

で
き
あ
が

っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す

よ
。

日
本
橋
の
本
町
な
ん
か
の
本
当

に
純
粋
な
江
戸

っ

f
の
商
人
な
ん
て

の
は
、

お
よ
そ
江
一

っ
f
の
概
念
と

は
追
い
ま
す
ね
。

ケ
チ
で
ね
。

吉
崎

で
も
、

江
戸

っ
千
の
ツ
ラ
一
山

い
よ
違
う
か
も
知
れ
な
い
。
非
常
に

見
栄
(
え
)
坊
で
す
か
ら
ね
。
東
京

の
人
聞
の
一
番
の
特
徴
は
見
栄
坊
か

も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。

吉
崎

「
往
き
大
名
の
帰
リ
乞
食
」つ

て
い
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

竿
八
い

越
中
の
人
は
だ
い
ぶ
違
い
ま
す
ね

帰
り
の
汽
卓
負
ま
で
ち
ゃ
ん
と
確
保

し
ま
す
ね
。

吉
崎

H

江
戸

っ
子
は
宵
(
よ
い

越
し
の
銭
は
使
わ
ね
え
々
と
い
う
こ

と
も
い
わ
れ
ま
す
が
。

池
田

は
じ
め
か
ら
持
っ
て
い
な
い

ん
で
す
よ
。

そ
ん
な
言
葉

貧
乏
で

qフ

で
見
栄
を
張

っ
て
る
も
ん
に
限

っ
て

持

っ
て
い
な
い
ん
で
し
ょ
う
な
。

だ

か
ら
本
町
の
商
人
な
ん
て
の
は
実
に

き
ち

っ
と
苔
財
を
す
る
わ
け
で
す
か

ら
ね
。

江
戸
の
景
気
は
火
事
で
燃
え
上
る

吉
崎

つ
で
も
職
に
つ
け
る

っ
て
い
う
こ
と

だ
け
ど

人
が
多
い
か
ら
い

は
昔
か
ら
あ

っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

池
田

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。

そ
れ
か
ら
適
当
に
火
事
が
あ

っ
て
焼

け
ま
す
か
ら
ね
。

だ

か

ら

江

戸

の

景
気
な
ん
て
の
は
火
事
が
あ
る
と
い

っ
ぺ
ん
に
燃
え
上
が
る
ん
で
す
ね
。

本
町
の
連
中
な
ん
て
の
は

火
事
で

焼
け
る
と
す
く
材
木
を
買
う
ん
で
す
。

そ
の
村
木
は
今
度
焼
け
た
と
き
の
付

木
な
ん
で
す
。

い
ま
の
材
木
は
も
う

買

っ
て
あ
る
ん
で
す
。
だ

っ
て、

二
百

六
十
五
年
間
に
大
火
と
称
す
る
も
の

が
江
戸
で
は
九
十
七
回

二
年
に

ぺ
ん
大
火
で
焼
け
て
ま
す
か
ら
ね
。

こ
れ
は
も
う
、
宵
越
し
の
銭
を
持
と

う

っ
た

っ
て
持
て
な
い
で
す
よ
。



吉
崎

そ
う
で
す
か
。

だ
く
さ
ん
の
県
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。

行
田
山
か
ら
も
だ
い
ぶ
火
の
番
に
行

っ

こ
れ
は
東
北

関
東
み
ん
な
そ
う
だ

て
る
ん
で
す
よ
。
風
日
屋
の

三
助、

っ
た
ん
で
す
け
ど
。

大
工
、

佐
官
。
富
山
は
貧
之
人
の

f

越
中
つ
子
は
親
孝
行

吉
崎

と
こ
ろ
が
浄
土
兵
示

っ
て

背
中
を
凡
て
育
つ

だ
か
ら
脱
平
行

の
は
ね
、
間
引
き
を
禁
じ
た
ん
で
す
。

も
の
が
増
え
る
。

だ
け
ど
口
減
ら
し

生
ま
れ
た
子
ど
も
を
処
理
す
る
の
は

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
ど
ん
ど

い
け
な
い
と
、

H

仏
の
使
い
来
た
ら
ぬ

ん

(
他
県
へ

)
出
て
い

っ
た
わ
け
な

問
、
殺
生
は
沙
汰
(
さ
た

の
限
リ

ん
で
す
ね
。
女
は
産
婆

女
中
と
か

に
出
て
い

っ
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち

か
ね

H

故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
忠
う

も
の
々
と
い
う
よ
う
に

税
苧
行
な

子
ど
も
た
ち
が
で
き
た
。

だ
か
ら
月

謝
の
い
ら
な
い
師
範
学
校
と
い
う
の

は
よ
く
な

っ
た
で
す
ね
。
優
秀
な

f

で
家
い
か
貧
し
い

f
が
師
範
学
校
へ
行

っ

て

f
と
も
た
ち
を
教
え
る
よ
う

に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

だ
か
ら
、
今
の
富
山
県
民
と
い
う

の
は
そ
う

い
う
ふ
、
つ
に
育

っ
た
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

池
田

川
議
時
代
で
越
中
の
人
口
は

ど
の
く
ら
い
だ

っ
た
ん
で
す
か
。
ムー

は
百
十
万
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
が
。

吉
崎

ど
れ
く
ら
い
だ

っ
た
で
す
か

ね
。
非
常
に
少
な
か

っ
た
と
思
い
ま

す
が

池
田

暮
ら
し
よ
か

っ
た
ん
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
ね

で
あ
る
々
と
い
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
。

江
戸
つ
子
は
バ
ラ

菊
は
越
中
つ
子

そ
う
し
た
ら
、
間
引
き
が
で
き
な
い

か
ら
ど
う
し
て
も
子
ど
も
が
明
え
る

吉
崎

(
人
口

か
つ
て
は
金
以
は

で
し
ょ
。
貧
之
人
の
子
だ
く
さ
ん
に

.

が
)
全
国
で
問
番
目
だ

っ
た
と
き
が

な
る
わ
け
で
す
よ
。
子
ど
も
は
親
の

あ

っ
た
ん
で
す
ね

こ
弘
f
h
J

で
も

こ
な
ん
で
す
よ
。
酒
が
良
く
っ
て
、

魚
が
良
く

っ
て
、
公
害
が
少
く
て
、

犯
罪
が
少
く
て
。

う
ニ=弓
つ
ん
だ
け
ど
、
芭
蕪
だ

っ
て
「
荒

海
や
佐
渡
に
横
た
う
天
の

川
」
と
い

う
よ
う
に
、
日
本
海
だ

っ
て
え
と
荒

マ
イ
ナ
ス
要
因
が

少
い
で
す
よ
。

の
方
は
少
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
よ

先
生

と
こ
ろ
で
花
は
何
が
好
き

か
と
い
う
の
が
調
べ
ら
れ
た
ん
で
す
。

東
京
都
民
は
バ
ラ
が
好
き
だ

っ
た
ん

で
す
ね
。

池
田

じ
ゃ
あ
、
僕
は
平
凡
な
る
東

で
す
か
。

池
田

私
は
バ
ラ
が
好
き
で
す
よ
。

尽
都
民
だ

っ
た
ん
だ
。

吉
崎

品
山
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

菊
は
嫌
い
で
す
ね
。

吉
崎

.4
十
三
年
に
県
民
立

こ
れ
が
何
と
菊
な
ん
で
す
。

こ
れ
は

実
は

識
調
査
と
い
う
の
が
あ
リ
ま
し
て
ね
。

富山は新鮮な魚の豊庫

各
県
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
花
が
好
き

奇
妙
な
話
で
す
ね

東
京
都
に
皇
居

生
活
満
足
度
は
全
国

吉
崎

山
田
山
の
人
た
ち
は
ね

非
常

一一一』‘

ろ
が
あ
る
と
思
、
つ
ん
で
す
よ
。

池
田

そ
れ
は
ね
え

自
伝
を
取
り

に
い
い
所
に
住
ん
で
い
な
が
ら

「
ダ

'
メ
だ
ダ
メ
だ
」

と
思

っ
て
い
る
と

戻
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ど
ん
よ
り
曇
っ
て
」
な
ん
て
い
う
け

ど
ウ
ソ
で
す
よ
そ
れ
は

ず
い
ぶ
ん

海
に
し
ち
ゃ
う
で
し
ょ
、
概
念
的
に
。

あ
あ
い
う
の
が
悪
い
ん
で
す
ね
。
だ

か
ら
、

「
北
陸
も
い
い
け
ど

い
つ
も

明
る
い
で
す
よ
。

暗

イ
メ
ー
ジ
は
文
学
者
の
責
任

池
田

、ぇ、ぇ

そ
れ
を
聞

い
て

来
た
り

き
な

連
続
殺
人
で
す

去年

あ
れ
は
、

い
き
な
り
横

っ
面
を
張
り

倒
さ
れ
た
み
た
い
で
す
わ
。

池
田

だ
け
ど
今
度
の
知
事
さ
ん

H

き
わ
や
か
県
政
。
で
す
か
、

H

さ
わ
や

吉
崎

そ
れ
は
例
外
だ
と
思

っ
て
く

か
ο

っ
て
言
葉
は
富
山
を
売
り
出
す

だ
さ
い
よ
。(
笑
い
)

と
こ
ろ
が
ね
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

の
に
は
、
本
当
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
自
然
も
人
聞
の
心
も
さ
わ

は
非
常
に
良
く
な
い
で
す
よ
。

池
田

何
か
ね
、
私
は
し
ょ

っ
ち
ゅ

や
か
な
ん
だ
と
。

た
し
か
に

(北
陸
は

)
暗

い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
リ
ま
す
が

こ
れ
は
代
々

の
文
学
者
が
悪
い
ん
で
す
よ
。

吉
崎

富
山
県
の
人
は
ど
う
も
静
岡

が
い
い
と
忠
、
つ
ん
で
す
ね
。
気
候
風

土
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。
そ
れ

で
い
て
石
川
や
北
海
道
へ
の
愛
着
も

あ
る
ん
で
す
よ
。

こ
う
、
静
岡

っ
て
い
う
と
明
る
い

で
し
ょ
う
。

二
保
の
松
原
と
か
富
士

山
と
か
。

で
も
実
際
行

っ
て
み
る
と

北陸は・・・ずいぶん明るいですよ

駿
河
湾
は
ヘ
ド
ロ
だ
ら
け
、
群
発
地

震
に
ふ
る
え
て
い
る
し
。

こ
こ
が
実

態
と
イ
メ
ー
ジ
と
非
常
に
違
う
と
こ

学

習

私
ら
は
県
民
大
学
校
と
い

う

の
を
や

っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
学
校

吉
崎

出
て
か
ら
の
学
習
意
欲
が
非
常
に
高

い
ん
で
す
よ
。H
学
校
出
て
か
ら
学
習

し
た
い
で
す
か
々
の
全
国
平
均
が
.
ム

二
十
、
富
山
は
じ

一
十
な
ん
で
す
よ
。

な
ん
で
す
よ
。

池
田

あ
の
ね
、
(
日
本
の
)
地
図
を

さ
か
さ
に
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す

る
と
ね
、
能
登
半
島
と
伊
豆
半
島
、

富
山
湾
と
駿
河
湾
と
い
う
の
は
地
形

が
同
じ
な
ん
で
す
よ
。

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

吉
崎あ

の
、

お
わ
ら
節
の
お
は
や
し
に

お
も
し
ろ
い
の
が
あ
る
ん
で
す
;
越

中
で
立
山
、
加
れ
で
は
白
山
、
駿
河

の
富
士
山
三
国
一
だ
よ
H

と
い
‘
つ
ん

で
す
が
ね
。
民
謡
に
よ
そ
の
県
を
出

す
の
は
ち
ょ

っ
と
な
い
で
す
ね
。

意

で

も

欲
池
田

私
は
洗
u
化
学
園
で
源
氏
物
語

の
演
刷
れ
を
や

っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

聴
講
生
が
百
人
未
る

っ
て
ん
で
、
そ

れ
で
は
五
十
人
の
学
生
の
中
に
出
ぜ

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
延
期
し
ま

し
て
人
数
を
し
は

っ
て
も
ら

っ
た
ん

か
あ

っ
て

東
京
都
民
は
焔
が

一
番

き
ら
い
な
ん
で
す
よ
。

池
田

い
や
、
だ
け
ど
そ
れ
は
巳
肘

の
紋
章
の
菊
と
は
結
び
つ
か
な
い
ん

で
す
か
ね
。

吉
崎

つ
か
な
い
で
す
ね
。

私
は

山
口
同
山
の
人
は
保
守
的
だ
か
ら

か
な
と
思

っ
た
の
で
す
が
や
は
リ

菊
と
い
う
の
は
安
く
て
丈
夫
で
長

も
ち
す
る
と
・
・

池
田

長
も
ち
す
る
か
ら
私
は
嫌
い

な
の
。
菊

つ
て
の
は
い
つ
ま
で
も
し

い
か
み
つ
い
て
る
で
し
ょ
。
あ
れ
は
い

や
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
我
々
に
と

っ

守B

て
印
象
が
悪
い
の
は

明
治
以
後

菊
人
形

つ
て
の
が
非
常
に
は
や

っ
た

で
し
ょ
。
あ
あ
い
う
小
細
工
み
た
い

な
も
の
は

私
個
人
は
嫌
い
な
ん
で

す
ね
。

み
ん
な
東
京
に
出
て
く
る
と

両
国
グ〉

菊
人

形
でな
もん

か
どを
う見
もに
弘j 行
人き

ま
す
で
し
ょ
。

形

つ
て
の
は
好
き
で
な
い
で
す
ね
。

占
Y

君、、
争

J
ふ
H
H
.
.
.
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吉
崎

そ
う
で
す
よ
。
食
べ
物
に
し

た

っ
て
ね

生
活
満
足
度
の
調
査
が

あ
る
ん
で
す
が

一
番
住
み
ょ
い
と
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は
り
あ
こ
が
れ
が
あ

っ
た
ん
で
し

ょ

や

う
ね

全

一一一_.

国
で
す
が
ね

そ
う
い
う
こ
と
に
な

っ

て
く
る
と
大
学
主
催
の
公
開
講
座
と

か
、
八
ム
聞
大
学
と
か
に
も
続
い
て
行

か
な
い
と
な
ら
な
い
と
思
、
つ
ん
で
す

三

、

J
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，刀
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問

私
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
家

の
す
ぐ
う
し
ろ
ガ
急
な
が
け
に
な

っ
て
い
て
、
い
つ
崩
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
状
態
で
す
。
県
で
¥
ぜ
ひ

防
災
工
事
を
や
っ
て
欲
し
い
。

ま
芝
、
家
を
移
転
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
疋
場
合
に
、
補

い助
制
度
が
あ
っ
た
ら
教
え

て
欲
し

回
答昭

和
五
十
四
年
十
月
一
日
、
大
山

町
搬
ケ
原
で
台
風
凶
号
の
大
雨
に
よ

る
が
け
崩
れ
が
起
き
、
幼
児
を
含
む

三
人
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

現
在
、
国
や
県
、
市
町
村
で
は
が

け
崩
れ
に
よ
る
災
害
か
ら
人
命
を
守

る
た
め
、
防
災
工
事
、
危
険
な
家
屋

の
安
全
な
場
所
へ
の
移
転
奨
励
な
ど
、

婦
人
地
域
活
動
推
進
員
は
別
人

県
で
は
、
婦
人
地
域
活
動
推
進
員
を
昨
年
十

二
月

こ
の
推
進
員
は
、
地
域
で
の
婦
人
活
動
の
核
と
な

っ
て
婦
人
の
社
会
参
加
を
一
層
活
発
な
も
の
と
し

に
依
頼
し
、

そ
の
第
一
回
研
修
会
を

二
月
二

十
三

日

婦
人
の
地
位
の
向
上
や
福
祉
の
増
進
を
図
り
句
ま
た

富
山
県
農
協
会
館
八
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
婦
人
の
良
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

良
き
ア

ド
バ

こ
の
婦
人
地
域
活
動
推
進
員
は、

原
則
と
し
て
市

町
村
長
の
推
薦
に
よ
り
小
学
校
校
下
を
単
位
に
、
二

名
づ
っ

総
数
五
百
七
十
名
配
置
し
た
も
の
で
、
こ
れ

は
全
国
で
も
初
め
て

の
試
み
で
す
。

婦
人
問
題
解
決
の

推
進
者

推
進
員
は
、
県
や
市
町
村
な
ど
で
作

成
し
た
婦
人

の
地
位
向
上
や
社
会
参

加
促
進

の
た
め
の
啓
発
用
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
、
地
域
の

各
種
会
合
な
ど
で
活
用
し
、
ま
た
、

そ
れ
ら
の
会
合
な
ど
の
機
会
を
積
極

的
に
持
ち
、
各
種
婦
人
団
体
な
ど
と

協
力
し
て
婦
人
関
係
施
策
の

P

R
を

し
ま
す
。

な
お
、
県
で
は
、
本
年
度
か
ら
、

「婦
人
問
題
学
宵
講
師
派
遣
事
業
」

と
し
て

地
域
の
婦
人
グ
ル
ー
プ
な

ど
が
婦
人
問
題
に
つ
い
て
学
宵
し
た

い
と
き
、
中
央
や
県
内
の
講
師
の
派

災
害
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次

の
三
つ
の
基
準
を

満
た
す
地
域
を
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
」
と
し
、

現
ト
れ
ま
で
百
十
四

ヵ
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

川
い
か
け
の
勾
配
が
三
卜
度
以
上
あ
る

も
の
。

ωが
け
の
高
さ
が

4
J
以
上
あ
る
も

の
。ωが

け
崩
れ
に
よ

っ
て
危
害
の
生
ず

る
恐
れ
の
あ
る
人
家
が
五
戸
以
上
あ

る
も
の
、
ま
た
は
五
戸
未
満
の
場
合

で
も
、
公
民
館
、
集
会
場
な
ど
人
が

お
お
ぜ
い
出
入
り
す
る
施
設
に
危
.

の
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
。

県または市町村が事業を行う場合

事業主体 県/新たにがけ崩れした場合1
またはその恐れがあり、 市町村
l緊急に対策が必要なもの/

がけの高さ 10メートル以上(5メートル以上) 5メートル以 t

被害を受け
る恐れのあ 10戸以上(5戸以上) 5戸以上

る人数・戸数

がけの勾配 30度以上 30度以上

表 1

ま
す
。

イ
ザ
ー
と
し
て
、
地
域
の
婦
人
団
体
な
ど
に
協
力
し

遣
を
援
助
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
推
進
員
に
は
、
婦
人
問
題
に
関

す
る
学
習
の
機
会
を
持
つ
た
め
の
努

力
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
者

婦
人
の
地
位
向
上
へ

の
取
組
目

標
の

一
つ

に

「
婦
人
の
社
会
参
加
の

促
進
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
推

進
員
は
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
杜

会
的
に
も
最
近
そ
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
ボ
テ
ン
デ
ィ
ア
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

地
域

の
婦
人
団
体
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
と
連
携
を
と

っ
て
、
主

こ
れ
は

体
的
に
選
択
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

住宅の移転などの補助制度

除去などに要する経費
危険な住宅の撤去及び移転

などの経費で最高63万円

住宅の建設などに要する 危険地区から離れて別のところで住宅
経費 の建設・購入をするため、金融機関から

融資を受けた場合の手IJ忠額(利率8.5%

を限度)で、最高234万円。

ただし、 土地の購入を必要としない場

合は184万円まで。

表2防
止
工
事
は
、
そ
の
土
地
の
持
ち

主
や
被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
人

が
自
分
で
行
う
の
が
原
則
で
す
が
、

移
転
に
適
し
た
土
地
が
な
い
場
合
や

多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
場
合
な

ど
に
、
県
ま
た
は
市
町
村
が
行

っ
て

い
ま
す
。

県
や
市
町
村
で
は
、
指
定
し
た
区

域
の
う
ち
危
険
が
目
前
に
迫

っ
て
い

る
も
の
、
ま
た
は
新
た
に
が
け
崩
れ

が
発
生
し
、
緊
急
な
対
策
を
必
要
と

す
る
箇
所
か
ら
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

動
を
行
う
も
の
で
、
地
域
婦
人
の
方

々
の
積
極
的
参
加
、
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

は・婦
握・人

問
題
の
実
態
を

ひ
と
く
ち
に
婦
人
問
題
と
言
っ
て

も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
も
の
の

考
え
方
が
異
な
る
よ
う
に
、
多
種
多

様
の
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
こ
う
い
う
こ
と
が
婦
人
問
題

Hf

t
お
考
え
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

あ
な
た
の
地
域
の
推
進
員
に
ど
う
ぞ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
推
進
員
は

皆
さ
ま
か
ら
お
知
ら
せ
の
あ

っ
た
改

善
さ
れ
て
い
な
い
不
合
理
な
男
女
不

平
等
の
問
題
や
家
庭
と
仕
事
の
両
立

の
問
題
な
ど
婦
人
を
と
り
ま
く
環
境

に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
は
雌
し
、
必

要
に
応
じ
て
県

へ
連
絡
し
ま
す
。

県
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
婦
人

問
題
に
関
す
る
研
究
に
役
立
て
、
今

後
の
婦
人
関
係
施
策
の
推
進
に
い
か

し
て
い
き
た
い
と
身
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
婦
人
の
良
き

相
談
者

婦
人

の
方
々
が

い
ろ
い
ろ
な
問
題

に
つ
い
て
ど
こ
へ
相
談
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
推
進
員
に
御

円口火火ノ、

J-z-
、
。

ふ
ふ汁

エコ
ロ

〆、

，
J
'

、r
、、ov

推
進
員
は
、

主
な
専
門
相
談
機
関

一
覧
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
紹
介
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し
て
く
れ
る
な
ど
親
身
に
な

っ
て
相

談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
秘
密
を
他

に
漏
ら
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

第 第場日 吉

謹両 部ニ ンヨ 一部所/ 時/ 山

/ 長 / 富四 県

藤記念議演 (J) パ 山 月婦
原 ネ教県富田 十人房 J.Lル 三 週
子 場デ 日 間

さ 女イ文 (日)の
ん のス化午 つ

力会館 前ど
J.Lッ 十 い
タシ 時」

がけ崩れは、その脅威的な破壊力で財産も尊い人命を奪い去ってしまう。

ま
た
、
危
険
な
住
宅
を
移
転
す
る

場
合
に
は
、
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
丘
十
六
年
度
の

二
戸
当
リ
の

限
度
額
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

が
け
崩
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
雪
ど

け
時
期
や
、
集
中
豪
雨
の
と
き
に
起

り
や
す
い
も
の
で
す
。
危
険
な
区
域

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
、
気
象
情

報
に
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
い

21 

つ
で
も
避
難
で
き
る
用
怠
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

災
害
の
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
防
災
工
事
、
補
助
制
度
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
町
村
の
土
木

課
ま
た
は
建
設
課
、
県
土
木
事
務
所

砂
防
係
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。



ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
の
た
め
に

今後ますます大切になってくるでしょう。所得水準が向上し 、生活が物質面で豊

さらに、貿易立国である日本にとって、かになるにつれて、人々はく心にゆとり
完全週休2日制の国際比較週休2日制の効果

「日本人働きすぎ論」に対誤解に基づくのある生活〉を望むようになってきてい
89.4 

普及率(%)

100 100 
(%) 

しては、国際協調の観点から正しい理解ます。83.4 

を求めるとともに、公正競争のため長時ニれから到来する高齢化社会でまた、80 

間労働を排して週休2日制を進める必要は、高年齢者の活力が十分にいかされる
60.4 60.3 

50 

65.2 

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
労
働
者
の

年
間
総
実
働
時
間
を
、
現
作
の

二
千

国

西
ト
イ
ツ

2
 

2
 

2，146 
:てつ 1，934 1，957 

1.799 1，728 

(単位:時間)

/製造業L
1978年 l生産労働者/

フ
-
フ
ン
ス

昭
和
六
十
年
度
ま
で
に

二
千
時
間
未

年間総実労働時間の国際比較

(毎月勤労統計)

年
間
実
労
二
千
時
間
未
満
に

労
働
省
で
は
、
「
昭
和
六
十
年
度
ま

で
に
、
わ
が
国
の
労
働
時
間
を
欧
米

主
要
国
の
水
準
に
近
づ
け
る
」
と
い

う
目
標
を
た
て
、
具
体
的
な
計
画
を

定
め
て
い
ま
す
。

があります。

イ
ギ
リ
ス

(労働省試算)

ア
メ
リ
カ

百
ト
山
時
間
か
ら

0
・
九
七ト
一
日
納
し

日

本

州
に
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

ーに=コ.亡士亡1_":

54年 (全産業)

富

山

県

メ
リ
ッ
ト
多
い
週
休
二
日
制

ためにも、余暇を利用した健康づくりは

労
働
省
が
行

っ
た

「
勤
労
者
の
職

業
生
活
に
関
す
る
立
識
調
査
」
に
よ

り
ま
す
と
、
勤
労
者
が
働
く
う
、
え
で

故
も
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
は
、

一

位
が
賃
上
げ
で
す
が
、
そ
れ
に
次
い

で
休
日
の
附
加

(三
七
れ
し

と
な

っ

て
お
り、

そ
の
方
法
と
し
て
は
週
休

日
の
増
加
が

一
番
望
一ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
の
採

用
が
勤
労
者
の
悩
祉
に

つ
な
が
る
も

の
と
わ
か

っ
て
い
て
も
、
経
営
者
に

と

っ
て
は
、
生
産
計
画
に
支
障
が
出

(
事
務
労
働
)

(生
産
労
働
)

フランス

23.5 

アメリ カ西ドイ ツ イギリス日本

37.7 

生
産
能
率
の

向
上

そ

の

他

転
退
職
者
の

減
少

資料出所 ・労働省「週休 2日制実態調査J(48年)
(;主)重復記入があるのでその計は 100にならない。

従
業
員
採
用

の
有
利
容
易

災
害
疾
病
の

減
少

44.9 

出
動
率
の
向

上

60 

40 

20 

。

ノヘ。
土

て
こ
な
い
か

コ
ス
ト

・
ア

ッ
プ
に

つ
な
が
ら
な
い
か
と
い

っ
た
こ
と
や

取
引
会
杜
な
ど
へ
の
気
兼
ね
か
ら

上
な
ど
、
企
業
経
営
の
面
で
効
果
が

あ

っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
踏
み
き
れ
て
い
な
い
の
も

週
休
二
日
で
新
し
い
生
活
習
慣
を

事
実
で
す
。

週
休
二
日
制
を
導
入
す
る
に
は
さ

こ
れ
ら
労
働
時
聞
の
短
納
、
週
休

一一

日
制
の
実
施
は
、
労
使
の
積
極
的

で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
基
盤
と
な

て
い
ま
す
。

点
を
お
い
た
行
政
指
導
を
展
開
し
て

労
使
の
自
主
的
努
力
を
援
助
促
進
し

実ま
際 さ
にま
導な
入間
し題
ても
み ，あ
るる
とよ
ィb つ

言手
5カ:

る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

県
民
の
み
な
さ
ん
も
そ
の
意
義
を

っ
て
も
メ
リ

ッ
ト

の
あ
る
も
の
と
な

国
や
県
で
は
労
働
時
間
問
題
に
対
す

る
労
使
、
国
民
の
合
意
を
つ
く
り
、

改
善
の
遅
れ
て
い
る
中
小
企
業
に
重

十
分
に
理
解
さ
れ
、
新
し
い
生
活
醤

慣
や
消
費
パ
タ
ー
ン
を
築
か
れ
る
よ

っ
て
い
ま
す
。
実
施
企
業
の
大
多
数

が
出
勤
率
の
向
上
、
生
産
能
率
の
向

う
お
願
い
し
ま
す
。

グ/レ
干寺 質 対 応

一プ

制度上の改善カ、進んでいるが、所定外労働、年次有 所定外労働の削減を電点とし、特に休日の出勤を

A 
給休暇の消化に問題があるもの。 見直し、年次有給休暇の完全消化を図る 。

|製造業の大企業及び、第三次産業の大企業等に多L、|

ある松度の改善は進んだが、Aグループと 比べると ①すでに何 らかの形の週休 2日制を実施している

年間休日日数も少な く、全体として労働時間が長い ところでは、若干の休日増に努めるとともに 、

ク、、ループ。何 らかの形の週休 2日制を実施し 、Aグ 所定外労働の削減、年次有給休暇の消化促進に

jレープに近いも のからほとんど週休 2日制が普及し 重点を置く 。

B ていないものまで広範囲である。 ②週休 2日制を実施していない企業では、週休 2

|製造業の中小企業に多い |
日制を中心として 、年間休日日数の増加 を重点

とする。

③なお、 業穐、地域の平均的水準に到達していな

いものは、その水準に向けて改善を図る。

産業の特質等により、長時間労働、不規則労働が恒 定期的な週休日 の健保、休日労働の廃止を重点と

C 
常化し ているもの。 し、これに伴い業務計画、作業体制の適正化を図

|鉱業、建設業、運輸業等|
る。

Bク、、ループに準ずるが、法的な規制jや営業上の必要 交替市IJの工夫、就業時間の多様化等により 、週所

等から営業時間、営業日の短縮が困難とされるも の。 定労働時間の短縮、休日増を図る。また、営業時

D 問、営業日の短縮については、地域、業種でその

促進を図る。
に多い

年次有給休日肢の消化促進も3重点とする 。
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実情に応じた年間総実労働時間の短縮



正
月
登
山
は
十
八
年
、
ふ
り
の
豪
雪

に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
で
遭
難
事
故

が
あ
い
つ
ぎ
、
県
内
で
も
四
件
十
二

人
の
山
岳
遭
難
を
み
ま
し
た
。

今
年
の
春
山
は
例
年
以
上
の
績
雪

と
な

っ
て
お
り
、
山
の
状
況
も
い

つ

も
と
比
べ
て
大
き
く
変
わ

っ
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
安
全

登
山
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
今
年
の
春
山
の
積
雪
量
は
、
特

に
多
く
平
均
七

γ
を
超
え
て
お
リ

雪
崩
れ
や
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注
意

乙
/
レ
(

/ 

地域ぐるみ・家族ぐるみで防ごう

危険な季節が
やってきました

岐
か
い
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
子

に
つ
き
ま
す
。

供
た
ち
の
水
辺
で
遊
ぶ
姿
が
多
く
目

一
方
、
農
繁
期
を
迎
え
た
農
家
に

と
っ
て
は
多
忙
な
シ
ー
ズ
ン
と
な
る

た
め
、
幼
児
の
子
守
り
は
お
年
寄
り

ゃ
千
供
に
ま
か
せ
き
り
と
な
り
こ

る
時
期
と
な
り
ま
す
。

の
た
め
子
供
の
水
死
事
故
が
多
発
す

こ
と
し
は

山
に
は
残
重
が
多
く

特
に
豪
雪
の
影
響
で

河
)11 

や

用
水

に
は
融
雪
に
よ
る
水
量
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る

の
で

危
険
な
状
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
水
死
事
故
を
な
く
す
た
め

地
域
ぐ
る
み
、
家
庭
ぐ
る
み

の
水
死

事
欣
防
止
運
動
を
、
も
り
あ
げ
ま
し

ト
i
F

こっノ
。

O
地
域
ぐ
る
み
の
事
故
防
止

地
域
を
点
検
し
、
危
険
な
場

(→ 
所
に
は
柵
や
ふ
た
を
取
り
つ
げ

づ令
。

し宇品
I

し
ょ
、
っ
。

二
、
春
山
と
は
い
え

一
度
天
候
が

荒
れ
る
と
冬
山
と
変
ら
な
い
厳
し

い
気
象
条
件
と
な
リ
ま
す
。

軽
装
や
無
計
画
な
登
山
は
慎
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

二
、
単
独
登
山
は
、

死
亡
率
が
高
く

五
、
今
年
は
低
い
山
で
も

残
雪
が

危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

山
、
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
山
の
知
識
を

有
す
る
経
験
豊
富
な
人
を
選
び
、

秩
序
あ
る
行
動
を
と
り
ま
よ
、
っ
。

多
い
た
め

登
山
道
が
わ
か
り
に

く
く
な

っ
て
い
ま
す
。

視
界
の
患
い
時
は

コ
ー
ス
を

見
失
な
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
、
っ
。

六
、
危
険
な
場
所
で
は
、
ザ
イ
ル
な

ど
を
有
効
に
使
用
し
、
慎
重
、
か

つ
確
実
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

落
と
し
て
も
拾
っ
て
も
届
け
出
を

遺
失
物
総
点
検
運
動

活
し
物
を
し
た
り
、
拾
い
物
を
し

た
経
験
は

だ
れ
に
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
の
表
は
、
昭
和
五
十
五
年
中
に

県
下
の
筈
察
署
で
取
り
扱

っ
た
落
し

物
、
拾
い
物
の
数
で
す
。

届
け
出
の
あ

っ
た
も
の
だ
け
で
こ

れ
だ
け
で
す
か
ら
、
届
け
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
を
含
め
る
と
、
相
当
な
数

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
表
か
ら
・、
品
物
で
は
落
と
し

た
人
は
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
の
に
、

拾
っ
た
人
は
正
直
に
届
け
出
て
お
り

お
金
に
な
る
と
、
こ
の
関
係
が
ま

っ

U

危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る

子
供
に
は
、
や
さ
し
く
注
意
す

る

O
家
庭
ぐ
る
み
の
事
故
防
止

(ー)( -.) 

場
所幼
で児
遊は
IJ *'色
せえ
るず
。 目

グ〉

と
ど

動
き
ま
わ
る
幼
児
の
子
守
り

は
、
子
供
や
お
年
寄
り
に
ま
か

せ
き
り
に
せ
ず
、
安
全
な
環
境

を
つ
く

っ
て
か
ら
お
願
い
し
ま

し
よ
う
。

た
く
反
対
に
な
り
、
悲
し
い

こ
と
に

落
と
さ
れ
た
お
金
の
約
半
分
し
か
届

け
ら
れ
て
お
リ
ま
せ
ん
。

な
か
に
は
良
き
日
の
想
い

出
の
品

物
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
お
金
や
物
を
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落
と
し
た
と
き
、
拾

っ
た
と
き
は
、

駐
在
所
ま
た
は

最
寄
り
の
派
出
所

警
察
署
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

拾得(拾い物の)届

約7，6QOhllj

約41.0001午

r/)44.000件

j立;た(必し物の)届

約14.900Ji円

約10.000{t.

約11，000件

み
ん
な
で
守
る
う
子
供
と
老
人

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

四
月
六
日
川
か
ら
四
月
十
五
日
附

ま
で
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人

一
人
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
リ
、

マ
ナ
ー
を
高

め
る
こ
と
に
よ

っ
て
交
通
事
故
を
防

止
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は

O

み
ん
な
で
守
ろ
う

子
供
と
老
人

O

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
そ
う

広 司自--也w_甲開F 叩一

子どもの好きな用水は子と事もにとって一番危険

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
次
の
四
つ
の
こ
と

を
重
点
と
し
て
、
効
果
的
な
交
通
安

全
活
動
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一
、
歩
行
者
、
特
に

f
供
と
お
年
寄

り
体
の
不
自
由
な
人
の
交
通
事

故
防
止
に
努
め
る
。

二
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
た
め
、

自
転
曜
の
点
検
整
備
や
交
通
安
全

指
導
を
推
進
す
る
。

三
、
飲
澗
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
な
ど
の
無
謀
運
転
は
、
絶
対

25 

し
な
い
。

四
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
同
乗
者
も
車
に

乗

っ
た
ら
、
必
ず
シ
l
ト
ベ
ル
ト

を
し
め
る
習
慣
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
同
月
は
新
入
学
(園
)則

に
あ
た
り

f
供
の
行
動
に
は
、
注
意

を
要
し
ま
す
。
家
庭
で
は
交
通
安
全

、勺たt
してl

u
 

わ
れ
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

サ

こ

の
運
動
を
契
機

に

交

通

安

全

足
を
実
現
し
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
、
活

力
の
あ
る
県
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

に
つ
い
て
た
え
ず
話
題
に
し
、

新
し

い
交
通
環
境
へ

の
、
迅
速
な
順
応
を



2月18E3
~消費生活審議会委員

苦情処理委員会委員を任命

1月20日から施行された消費生活

条例に基ついて、消費生活審議会委

員、消費者苦情処理委員会委員ら32

人を任命しました。

審議会は、危害商品などの指定、

規格 ・表示などの適正化、生活関連

物資の指定などについて県基準の設

定や知事に建議することになってい

ます。 また、苦情処理委員会は、消

費者苦情に関する調停や、消費者訴

訟に必要な費用の貸しつけなどを行

います。

2月19日--20日
麗科学技術斤、

豪雪研究委を開催

この日、富山市の県民会館で科学

技術庁主催の 156年の豪雪に 関する

特別研究委員会」が聞かれ、

① 積雪状況は握に関する研究

② 雪崩危険地域の予測に関する

研究

③ 積雪の影響に関する研究

の 3つをテーマに特別研究をする こ

とが決められました。

また 、20日には 2班に分かれ、富

山、 福井両県の雪害状況を視察しま

した。

同研究委員会は 3月末には研究を

終え、 6月までに報告書を作成する

ことにしています。

2月21日
~ナ矢部川流域下水道事業の

調印、ニ上浄化センター着工へ

小矢部川流域下水道建設計画で浄

d鶴灘襲鶴麗趨盤盤麗盤盤麗麗盟瞳

2月16日惨3月15日

成噛酬輔嗣酷

豪雪研究委員会
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4月の街頭献血

月日(曜) 場 所 時間

4/1 (泣く)氷見市民会館日リ 10 : 00~15 :30 
4 (工)富山駅前 10:00 ~ 16 ・ 00

4 (土)高岡駅前 10 :00 ~ 15 :30 
6 (月) 滑川役所前 10 : 00 ~ 15 :30 
9 (木)入善町役場前 10:00 ~ 15 :30 
11(土) 福光町健康増進センター前 10: 00~ 15 :30 
11(土) 高岡駅前 10:00~15 : 30 

化セ ンター建設予定地にな っている

高岡市二上地区連合自治会と、富山

県、高岡市など関係12市町村との聞

で合意が成立し、調印式が行われま

した。

この日、締結された協定書は 、浄

化センター建設と公害防止対策、地

元振興策などからな っており、|司下

水道計画は着工に向けて大きく前進

しました。

県では、ただちに建設省に認可申

請 、用地買収交渉に入リ、できれば、

今年度中にも着工する予定です。

2月23日
関婦人地域活動推進員が研修会

婦人の地位向上と社会参加促進の

ため、県が委嘱した婦人地域活動推

進員の第 l回研修会が県農協会館で

聞かれました。

同推進員は、各市町村の校下単位

に原則として 2人ずつ、計570人を選

んだもので、啓発普及、ボランティ

ア活動の推進などに活躍するもので

す。

2月23E3
~海洋総合利用調査委が初会合

この調査委員会は、富山湾の開発

利用について計画的な総合調査を行

い、県に提言 しようとするもので、

同日(irl) 場 所 時間

4/12旧)富山西武デパート刷 10: 00~ 16: 00 
16(木) 新湊市役所前 10: 00~ 15: 30 
18(工) 魚津サンプラザ前 10: 00~ 15: 30 
18(土) 富山駅前 10: 00~ 16 :00 
25(土) 富山駅前 10:00~16:00 
25(土) 高岡駅前 10:00~15:30 
26(臼)高岡駅前 10: 00~ 15: 30 

この日の会合では、科学技術庁の56

年度科学技術振興調整事業として、

「大和堆(たい )の地質構造、水産資

源開発利用調査研究」 と 「富山湾の

総合開発利用に関する総合調査研究」

について実施してもらうことを決め

ました。

2月28日
麗 2月定例県議会が開会

56年度富山県予算案などを審議す

る2月定例県議会が招集され、予算

28案件、条例31案件など71案件を一

括上松し、中沖知事が提案理由説明

を行いました。

会期は 3月20日までの21日問。

3月1日--3日
麗婦人美術展が開幕

第 l回富山県婦人美術展が富山市

の県民会館で聞かれ、日本画、洋画、

彫刻など 5部門から入選作品 358点
(応募作品497点)が飾られ、多数の

観賞者でにぎわいました。

この美術展はウーマ ン ・フェステ

ィパルの一環として行われたもので、

女性公募展は全国初の試みです。

3月13日--14日
麗県立高校一斉に入学試験

全日制県立高校の入学試験が40校
2分校で一斉に行われ、 l万3，000人

余リが受験しました。
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.県婦人週間のつどい

日時/4月13日(月)午前10時~午後3時30分

会場/県教育文化会館

行事内容/

第l部 (午前)パネルディスカッション

第2部 (午後)意見発表、記念講演

間合先/県庁婦人青少年課

(宮富山31-4111)

・高圧力.ス製造保安責任者 ・販売主任者試験

・試験栂綴/

(1)製造保安責任者試験 丙種化学(液石)、

丙樺化学(特別J)、第3種冷凍機械

(2)販売主任者試験第l峰販売、第2穂販売

.試験期臼 /5月31日(日)

・ 願書受付/ 4 月 15 日 ~24B

-問い合わせ先/県庁環境整備課

(宮富山31-4111)

・火薬類取扱及び製造保安責任者試験

・試験種類/Ef3種・乙種火薬類取扱保安責任者

丙種火薬類製造保安責任者

-試験期日/5月31日([1)

-願書受付/4月15日-24日

-問い合わせ先/県庁環境影備課

(宮富山31-4111)

・第竹回富山県青年溜外派遣団員募集

一一明日を拓く青年の翼

受付4月1B -30日一一

.一般部門/65人(う ち身体障害者5人)

9月下旬から約2週間の日程で、西ドイ

ツ及びオランダへ

・農業部門/20人(うち農業高校生4人)

10月中旬から約 3週間の臼躍で、米国カ

リフォルニア州及びカナダへ

・閉し、合わせ先/県庁婦人青少年課(宮富山

31-4111 )または市町村の青少年担当課へ

・富山県労働学院受講生募集

日時/5月27日(水)、 29日(錦、 6月2日(札

5日(倒、 8日(!J)、 10町村、 12日制の 7日

開。各日とも午後6時一 8時30分。

会場/富山県労働者福祉会館5階ホール

対象者・定員/県内事業所の労使及び一般

の人で、 250人まで

講義/労働情勢 l、労働法2、労使関係 2、

託金 l、経済情勢 1の計7講義

受講料/2.000円
受講lドし込み/申込書に必要事項記入のう

え、受講料を添えて県JT労政謀まで(定

員になりしだい締め切ります。

県庁労政課

=r930富山市新総油輸 1-7 

E富山31-4111 内線522



一一県有美術品紹介ー

広報課では、県民のみなさんと 県庁との大切なパイフ役として、この月刊誌「県広報 とや ま」

のほかテレビ、新聞などを通じて 県の事業の紹介や生活に欠かせない情報を提供しています。

また、県民相談室や県政パス教室など を通じてみなさんのご意見や要望をお聞きしています

緑紬花草紋壷

北日本放送「こんにちは富山県です」

石
黒
宗
麿

作

在
・
県
議
会
議
長
室

今春、社会に飛び出したフレ ッシュ

な若者たちと知事が対談。

従前の人物往来にかわる新シリー

ズ。将来の展望をひらくために努

力している人物・グループを紹介。

毎週 日曜日
午前9時-9時30分

備 考

女性アナと男'斗.レポーター(数人 )が新た

に管場。

その新しいレポーターの 人作j制介。

東京で学び、東京て'!'ilJ作活動していた去

さ陶芸家、 I村山一 朗さん、イラストレー

ターの板倉久仁さん。

f皮らは、 Mを Tokyoから j!l!fしてきて、こ

れから何を肖山で行うのか、計きクリエ

ー タ たちに80年代の抱負を |卦J<。

教師 として第一 歩を踏みはじめた人たち

をレホートし、 彼 らが教師になるがJに思

っていた教師像と 、なってからの感じた

教師像の ギ ヤソブを取りあげてみる 。

4H巾・下旬、東京 で、 機 y兵で観光キ ャンペ

ーン 実地時に併せて、東京の銀峰、1:1-楽町

て¥し、ろんな人法にインタビューして 、為.

山のよ忠誠度、イメ ージをいろいろ聞き、「とや

ま」は、何欣不人気なのか探 っ てみま す 。

富山テレビ放送rll0万人のひろば」

組 (予定)

110万人のおじさんレ

ポーター全員集合 1

富山なんて知らなし、1

~都市における富山
県の認識度調査~

4月の
番テレピ

現
代
陶
芸
の
巨
匠

「
石
黒
宗
麿
回
顧
展
」

が
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
主
催
で
開
催
さ

れ
る
。
三
会
場
連
続
長
期
企
画
展
は
稀
有
な

こ
と
で
、
陶
磁
愛
好
家
は
も
と
よ
り

一
般
美

術
鑑
賞
者
待
望
の
快
挙
ので
あ
ろ
う
。

県政についてのご相談は...

富山市新総曲輪1-7(県庁内)

E富山31-4111(内

31-3131 (県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮高岡21-9411 

魚津市新宿10-7((総合庁舎内)

雷魚津24-5311 

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

8砺波3-5151 

F 晶司

孟

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

談相民

回新聞紙面広報としては次のものがあリます。

県からのお知らせ

判JI:I、毎日は紅一)J第 2、位終土曜日に、北

日本、;中J山、説先、北陸rill:lは千tf.月第 2土曜

4 . 7・11・1) J (予定 )の4回は見聞き 2

北陸rt日の 4紙に拍，，&.しています。このうち

みんなの県政

毎月最終土脳日に、北日本、白山、読売

ページを使って悩岐します。
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日にil:J1賊しています

東
京
国
立
近
代
美
術
館

三
月
二
十
五
日

1
六
月
七
日

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

ハ
月
二
十
日
j
八
月
二
十
三
日

石
川
県
立
美
術
館

九
月
五
日

i
十
月
二
十
五
日

人
間
国
宝
石
黒
宗
麿
は
新
湊
市
作
道
の
出

身
、
京
都
八
瀬
の
山
荘
に
築
窯
し
、

人
間
味

あ
ふ
れ
る
斬
新
な
作
風
手
法
で
日
本
の
陶
芸

界
を
魅
了
し
た
。

{一不
麿
の
陶
芸
行
脚
は
昭
和
八
年
東
京
美
術

ク
ラ
ブ
で
世
界
の
名
器
と
う
た
わ
れ
た

「曜

変
天
目
茶
盆
」

に
魅
せ
ら
れ
天
性
の
陶
志
を

透
発
し
た
と
の
伝
説
が
あ
る
。
爾
来
特
定
の

師
を
も
た
ず
古
陶
を
師
と
し
、

中
国

各
地
の
古
窯
を
視
察
研
究
な
ど
、

遂
に
独
自

の
作
域
を
究
め
、

漢
詩
文
墨
蹟
で
も
著
名
な

異
色
の
陶
芸
作
家
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
京
都
八
瀬
の
宗
麿
窯
で
の
晩

年
の
作
と
思
わ
れ
る
が
、
巧
ま
、
ざ
る
素
朴
な

な
か
に
滋
味
あ
ふ
れ
る
重
厚
華
麗
な
作
品
。

若
草
の
如
く
鮮
明
な
緑
粕
に
浮
か
ぶ
白
の
花

紋
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
印
象
的
で

あ
る
。

佐
藤
良
成

朝
鮮



ことしは110台
推

ま
を

し
」
施

政

実

県

を
だ

室

れ

教
か
ス

開
パ

て

政
つ

県

向『
」
-
，
」

民

め

県

だ
「

る

し

す

き

進

す

県の施設や事業などの紹介を通じて、

県政への理解と関山を高めていただき、

み怠さんの率直なご意見やご要望をお閏

回申込期間

5 月/ 4 月 6 日~1 7日

6 月/ 5 月 7 日~12日

7 月/ 6 月 ? 日~12日

9 月/ 8 月 7 日~1 2日

10 ・什月/ 9 月 7 日~12日

固応募方法

'!J(の要領で、往復はがきでお申し込み

ください。

固申し込み先

固参加者の決定

応募者多数の場合は、抽選により参加

者を決定し、結果を通知します。

圏携行田など

(1)参加費は無料で事ガ、コースによって

入館料の実費を負担していだ疋きます。

(2)昼食、お茶は各自で用意してください。

(3)団体参加の万は、指定の場所まで送迎

します。

申込団体または個人の住所地 申込先 所在地 電話番号

富山市・上新川郡・婦負郡 富山県知事公室広報課
富山市新総曲輪1一7 (0764) 

富山県庁内 31-3131 

局岡市 ・新湊市 ・氷見市
高岡地方県民相談室

両岡市赤祖父211 (0766) 
-射水郡 ・福岡町 高岡総合庁舎内 21-9411 

魚津市 ・滑川市 ・黒部市
魚津地方県民相談室

魚津市新宿10-7 (0765) 
-下新川郡 ・中新川郡 魚津総合庁舎内 24-5311 I 
砺波市 ・小矢部市 ・東砺

砺波地方県民相談室
砺波市幸町1-7 (07633) 

波郡 ・福光町 砺波総合庁舎内 3 -5151 

住
所

(郵
便
番
号
)

氏
名

電
話
番
号

希
望
の
コ
l
ス

及
び
運
行
月
日

個人

団
体
名

所
在
地
の
市
町
村
名

代
表
者
氏
名

連
絡
者
住
所

(郵
便
番
号
)

氏
名
及
び
電
話
番
号

参
加
予
定
人
数

・
希
望
の
コ
ー
ス
及
、ひ
運
行
月
日

団体 (約40名)

*運行コ ースは変更にな ることもあり ます。

*県立近代美術館、 健康増進セ ンターはオープン前は( )内の施設になりますc

*物価パス、親子パス (8月)は別に コースを組みお知らせします。

慎昌重=、 山 地 区 高 岡 t也 区

テーマ 運行日 コ ス 運行日 コ ス

いつく しむ 魚津ディサービスセンター 職業訓練短大 ・魚、 社会福祉総合施設 ・内山分館(昼食)・県庁 ・健

( 福 祉)
見%九%% 津水族館(畳食)・県庁 ・健康増進センター (杜 %Y，%% 康増進セ ンター(流杉老人ホーム)・県立近代美

会福祉総合施設) 術館(県民公園太閤山ランド )
， 

富山新港 ・和田川水道 ・砺波青少年の家(畳食) 子撫川ダム ・子撫川水道(宮島峡)・呉羽ハイツきず く

(土木)
%%九%% 車!}l成の森、 ・県庁 ・富山空港 与も九%% (畳食)・県庁 .NHK.富山新港

さ かえる 職業訓練センター ・高岡銅器団地・局岡問屋セ 局岡銅器団地 ・職業訓練センター(昼食)・県庁

(商工)
%ちイ;~%% ンター(量食)・内山分館 ・県庁 ・県立近代美術 予13%九% -県立近代美術館(情報処理教育セ ンタ一)・自

館(科学文化センタ一) 然博物園センター

つちかう (泊急傾斜)栽培漁業センター ・ビジターセンタ 緑化セ ンター 内山分館(昼食)・県庁 ・農業試

(農林水産)
%%~%% 一大境洞窟(昼食) 自然休養村太田農園 ・県庁 %%Yz21J7 験場 ・健康増進セ ンター(自然、博物園センター)

J 交通管制センター

や す らぐ 県民公園太閤山ランド ・和田川水道 ・砺波青少 局岡問屋センター ・公害センター ・呉羽ノ、イツ

(生活環境)
%冗%1J7% 年の家(昼食ト自然、博物園センター ・県庁 ・交 %Y，%% (畳食)・県庁 ・緑化センター ・自然博物園セン

通管制センター ター

そだて る 風土記の丘・本宮砂防ダム ・ゴンドフリフト・ 埋蔵文化財センター ・弓道場 ・県立図書館 (昼

(教育)
%Y， % %1J7 レストハウス(昼食)・山野スポーツセンター ・ %%%%% 食) ・県庁 ・北日本放送 (富山テレビ) ・県立

県庁 ・県立近代美術館(科学文化セ ンター) 近代美術館(科学文化センター)

色 j掌 地 区 砺 j皮 地 区

ア ー マ 運 行 日 コ ス 運 行 日 コ ス

いつくしむ 健康増進センター(流杉老人ホーム)・呉羽ハイ しらとり養護学校 ・緑化センター ・呉羽ノ¥イツ

(福祉)
%~三% ツ(昼食)・県庁 ・内山分館 ・社会福祉総合地設 %% (昼食)・民族民芸村 ・県庁 ・健康増進センター

(九重荘)

県民公園太間山ランド ・呉羽少年自然の家 (昼 自然博物園センター ・県民公園太閤山ランド ・き ずく

(土木)
%%%% 食) ・県庁 ・NHK・白岩川ダム %% 内山分館(昼食)・神通川工業用水道 県庁 ・富

山新港

さかえる 富山品等技能学校 ・呉羽ハイツ(昼食)・県庁 ・ 井波彫刻伝産会館・繊維工業試験場(昼食)・自

(商工)
%%% 県立近代美術館(内山分館)・富山企業団地 %九% 然博物園センター ・県庁 ・北日本放送(富山テ

レビ)

つ ち かう 林業試験場・農業試験場(畳食)・県庁 ・北電呉 木材試験場 ・農業試験場(昼食)・県立近代美術

(農林水産)
ライ3九% 羽試験農場 ・内山分館 %元% 館(科学文化センター)・県庁 ・北電呉羽試験農

士晶

やすら ぐ 自然博物園セ ンター ・いこいの村富山(昼食)・ 公害センター ・県民公園太閤山ランド ・呉羽ノ、

(生活環境)
%Yz21J7 県庁・県立近代美術館(科学文化セ ンター)・運 %% イツ(昼食)・民族民芸村 ・県庁 ・県立近代美術

転教育セ ンター 館(自然↑専物園セ ンター)

そだて る 埋蔵文化財セ ンター ・弓道場 ・県立図書館 (畳 情報処理教育セ ンター ・県立近代美術館 (科学

(教育)
九%% 食) ・県庁 ・北日本放送 (富山テレビ ) ・県立 %% 文化センター) ・内山分館(昼食)・神通川工業

近代美術館(科学文化センター) 用水道 ・県庁 ・呉羽少年自然、の家

.県広報とやま 昭和56年 4月号.Mi.l4712，000部.企画発行富山県知事公室広報課 富山市新総曲輪lの7県民電話ft31-3131(直通)干930.印刷 側チューエツ

昭和56年度「県政パス教室」運行表


